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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　店舗に置かれる店舗端末と、前記店舗の利用者により利用されるユーザ端末と、前記店
舗端末と前記ユーザ端末とに接続可能な電子クーポン管理装置とを備えるネットワークシ
ステムであって、
　前記店舗端末は、管理者からの命令に従って、前記電子クーポン管理装置に電子クーポ
ンを作成するための電子クーポン作成条件を送信し、
　前記電子クーポン管理装置は、
　前記店舗端末と前記ユーザ端末と通信するための通信部と、
　前記通信部を介して前記店舗端末から電子クーポン作成条件を受信し、前記電子クーポ
ン作成条件に従って前記店舗ごとに複数の表示内容を含む電子クーポンと、前記表示内容
を変更するための変更条件と前記表示内容との対応関係とを作成し、前記通信部を介して
前記ユーザ端末に前記電子クーポンと前記対応関係とを送信するための管理プロセッサと
を含み、
　前記ユーザ端末は、
　前記電子クーポン管理装置から受信した前記電子クーポンに基づいて、前記表示内容を
表示するためのディスプレイと、
　前記変更条件を満たすか否かを判別し、前記変更条件を満たした場合に、前記対応関係
に基づいて前記ディスプレイで表示される表示内容を変更するための端末プロセッサとを
含む、ネットワークシステム。
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【請求項２】
　前記変更条件は、前記電子クーポンが前記ユーザ端末へ送信されてからの経過時間に関
する条件を含む、請求項１に記載のネットワークシステム。
【請求項３】
　前記変更条件は、日時に関する条件を含む、請求項１に記載のネットワークシステム。
【請求項４】
　前記変更条件は、前記ユーザ端末の通過した場所に関する条件を含む、請求項１に記載
のネットワークシステム。
【請求項５】
　前記変更条件は、複数の電子クーポンの組合せに関する条件を含む、請求項１に記載の
ネットワークシステム。
【請求項６】
　前記ユーザ端末は携帯端末である、請求項１に記載のネットワークシステム。
【請求項７】
　前記管理プロセッサは、前記通信部を用いて、前記ユーザ端末から前記電子クーポンの
取得依頼を受信後、前記電子クーポンを前記ユーザ端末に送信する、請求項１に記載のネ
ットワークシステム。
【請求項８】
　店舗に置かれる店舗端末と、前記店舗の利用者により利用されるユーザ端末とに接続可
能な電子クーポン管理装置であって、
　ネットワークを介して前記店舗端末と前記ユーザ端末と通信するための通信部と、
　前記通信部を介して前記店舗端末から電子クーポン作成条件を受信し、前記電子クーポ
ン作成条件に従って前記店舗ごとに複数の表示内容を含む電子クーポンと、前記表示内容
を変更するための変更条件と前記表示内容との対応関係とを作成し、前記通信部を介して
前記ユーザ端末に前記電子クーポンと前記対応関係とを送信するためのプロセッサとを含
む、電子クーポン管理装置。
【請求項９】
　前記変更条件は、前記電子クーポンが前記ユーザ端末へ送信されてからの経過時間に関
する条件を含む、請求項８に記載の電子クーポン管理装置。
【請求項１０】
　前記変更条件は、日時に関する条件を含む、請求項８に記載の電子クーポン管理装置。
【請求項１１】
　前記変更条件は、前記ユーザ端末の通過した場所に関する条件を含む、請求項８に記載
の電子クーポン管理装置。
【請求項１２】
　前記変更条件は、複数の電子クーポンの組合せに関する条件を含む、請求項８に記載の
電子クーポン管理装置。
【請求項１３】
　前記ユーザ端末は携帯端末である、請求項８に記載の電子クーポン管理装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記ユーザ端末から送信された前記電子クーポンの取得依頼を受信
後、前記電子クーポンを前記ユーザ端末に送信する、請求項８に記載の電子クーポン管理
装置。
【請求項１５】
　店舗に置かれる店舗端末と、前記店舗の利用者により利用されるユーザ端末とにネット
ワークを介して接続可能なコンピュータを用いた電子クーポン管理方法であって、前記コ
ンピュータは、通信部と、プロセッサとを含み、
　前記プロセッサが、前記通信部を介して前記店舗端末から電子クーポン作成条件を受信
するステップと、
　前記プロセッサが、前記電子クーポン作成条件に従って前記店舗ごとに複数の表示内容
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を含む電子クーポンと、前記表示内容を変更するための変更条件と前記表示内容との対応
関係とを作成するステップと、
　前記プロセッサが、前記通信部を介して前記ユーザ端末に前記電子クーポンと前記対応
関係とを送信するステップとを備える、電子クーポン管理方法。
【請求項１６】
　前記変更条件は、前記電子クーポンが前記ユーザ端末へ送信されてからの経過時間に関
する条件を含む、請求項１５に記載の電子クーポン管理方法。
【請求項１７】
　前記変更条件は、日時に関する条件を含む、請求項１５に記載の電子クーポン管理方法
。
【請求項１８】
　前記変更条件は、前記ユーザ端末の通過した場所に関する条件を含む、請求項１５に記
載の電子クーポン管理方法。
【請求項１９】
　前記変更条件は、複数の電子クーポンの組合せに関する条件を含む、請求項１５に記載
の電子クーポン管理方法。
【請求項２０】
　前記ユーザ端末は携帯端末である、請求項１５に記載の電子クーポン管理方法。
【請求項２１】
　前記電子クーポンを送信するステップは、前記ユーザ端末から送信された前記電子クー
ポンの取得依頼を受信後、前記電子クーポンを前記ユーザ端末に送信する、請求項１５に
記載の電子クーポン管理方法。
【請求項２２】
　店舗に置かれる店舗端末と、前記店舗の利用者により利用されるユーザ端末とにネット
ワークを介して接続可能なコンピュータに実行させるためのコンピュータ読取可能な電子
クーポン管理プログラムを記憶した記憶媒体であって、
　前記コンピュータは、通信部と、プロセッサとを含み、
　前記電子クーポン管理プログラムは、前記プロセッサに、
　前記通信部を介して前記店舗端末から電子クーポン作成条件を受信するステップと、
　前記電子クーポン作成条件に従って前記店舗ごとに複数の表示内容を含む電子クーポン
と、前記表示内容を変更するための変更条件と前記表示内容との対応関係とを作成するス
テップと、
　前記通信部を介して前記ユーザ端末に前記電子クーポンと前記対応関係とを送信するス
テップとを実行させる、コンピュータ読取可能な電子クーポン管理プログラムを記憶した
記憶媒体。
【請求項２３】
　前記変更条件は、前記電子クーポンが前記ユーザ端末へ送信されてからの経過時間に関
する条件を含む、請求項２２に記載の電子クーポン管理プログラムを記憶した記憶媒体。
【請求項２４】
　前記変更条件は、日時に関する条件を含む、請求項２２に記載の電子クーポン管理プロ
グラムを記憶した記憶媒体。
【請求項２５】
　前記変更条件は、前記ユーザ端末の通過した場所に関する条件を含む、請求項２２に記
載の電子クーポン管理プログラムを記憶した記憶媒体。
【請求項２６】
　前記変更条件は、複数の電子クーポンの組合せに関する条件を含む、請求項２２に記載
の電子クーポン管理プログラムを記憶した記憶媒体。
【請求項２７】
　前記ユーザ端末は携帯端末である、請求項２２に記載の電子クーポン管理プログラムを
記憶した記憶媒体。
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【請求項２８】
　前記電子クーポンを送信するステップは、前記ユーザ端末から送信された前記電子クー
ポンの取得依頼を受信後、前記電子クーポンを前記ユーザ端末に送信するステップを含む
、請求項２２に記載の電子クーポン管理プログラムを記憶した記憶媒体。
【請求項２９】
　ネットワークを介して電子クーポン管理装置に接続可能なユーザ端末に実行させるため
の電子クーポン表示プログラムであって、
　前記ユーザ端末は、通信部と、ディスプレイと、プロセッサとを含み、
　前記電子クーポン表示プログラムは、前記プロセッサに、
　前記通信部を介して、前記電子クーポン管理装置から、複数の表示内容を含む電子クー
ポンと、前記表示内容を変更するための変更条件と前記表示内容との対応関係とを受信す
るステップと、
　受信した前記電子クーポンに基づいて、前記ディスプレイに前記表示内容を表示させる
ステップと、
　前記変更条件を満たすか否かを判別するステップと、
　前記変更条件を満たした場合に、前記対応関係に基づいて前記ディスプレイで表示され
る表示内容を変更するステップとを実行させる、電子クーポン表示プログラム。
【請求項３０】
　前記変更条件は前記ユーザ端末のディスプレイに前記表示内容を表示後の経過時間に関
する条件を含む、請求項２９に記載の電子クーポン表示プログラム。
【請求項３１】
　前記変更条件は、前記ユーザ端末のディスプレイに前記表示内容を表示した時間の合計
時間に関する条件を含む、請求項２９に記載の電子クーポン表示プログラム。
【請求項３２】
　前記変更条件は日時に関する条件を含む、請求項２９に記載の電子クーポン表示プログ
ラム。
【請求項３３】
　前記変更条件は前記ユーザ端末の通過した場所に関する条件を含む、請求項２９に記載
の電子クーポン表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、電子クーポン管理装置、および電子クーポン管理方法に関し、さらに詳しく
は、店舗に置かれる店舗端末と、前記店舗の利用者により利用される携帯端末とにネット
ワークを介して接続可能な電子クーポン管理装置、および電子クーポン管理方法に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
小売業者や製造業者は、消費者に自社製品の購入を勧めるインセンティブプログラムのス
ポンサーとなっていることが多い。こうしたインセンティブの１つに消費者に配布される
割引クーポンがある。このようなクーポンは通常、紙の形態で配布される。
【０００３】
よって、従来のクーポンシステムでは、小売業者や製造業者側でクーポン券を発行し、そ
のクーポンが実店舗で使用されるという形態を取っていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のクーポンシステムにおけるクーポン券は、紙の形態で配布されるた
め、クーポン券を大量に作成して配布しなければない。クーポン券の作成は多大なコスト
や労力をかけなければならない。
【０００５】
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また、小売業者や製造業者側でクーポン券を一度発行してしまうと、たとえばクーポンに
記載されたサービス開始日を変更するといったサービス内容の変更はできない。
【０００６】
さらに、クーポン券の利用者の利用状況に柔軟に対応してサービス内容を変更することは
できない。たとえば、クーポンに記載されたあるサービス品が品切れになった後にそのク
ーポンの対象品を別のサービス品に切換えることはできない。
【０００７】
また、クーポン券を発行した小売業者等が自社のクーポンの配布状況を知る術がない。
【０００８】
さらに、クーポン券は偽造されやすいという問題点もある。
この発明の目的は、消費者が割引クーポンを受取った後でも、状況に応じてサービス内容
の変更が容易に行なえ、かつクーポン券の偽造を防止することが可能なクーポンシステム
を提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
この発明による電子クーポン管理装置は、店舗に置かれる店舗端末と、店舗の利用者によ
り利用されるユーザ端末とにネットワークを介して接続可能な電子クーポン管理装置であ
って、店舗端末から送信された電子クーポン作成条件を受信し、電子クーポン作成条件に
従って店舗ごとに電子クーポンを作成する電子クーポン作成手段と、ユーザ端末へ電子ク
ーポンを送信する送信手段と、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更する電子
クーポン変更手段とを含む。
【００１０】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザ端末へ既に送信済みの電子クーポンの内容
を変更することができる。
【００１１】
好ましくは、電子クーポン変更手段は、店舗端末から送信された電子クーポン変更指令を
受信する手段と、電子クーポン変更指令に含まれる電子クーポン変更内容に従ってユーザ
端末に送信した電子クーポンの内容を変更する手段とを含む。
【００１２】
これにより、電子クーポン管理装置は、店舗端末からの指令通りに、ユーザ端末へ既に送
信済みの電子クーポンの内容を変更することができる。
【００１３】
さらに好ましくは、電子クーポン管理装置は、ユーザ端末ごとに送信した電子クーポンの
履歴情報を保存する履歴情報保存手段と、店舗端末から送信された履歴情報検索条件を受
信する手段と、履歴情報検索条件に従って保存された履歴情報を検索する履歴情報検索手
段と、履歴情報検索手段により検索された検索結果を店舗端末へ送信する手段とを含む。
【００１４】
これにより、店舗端末を所持する店舗の従業員は、自分の店舗で利用可能な電子クーポン
の配布状況や、電子クーポンを利用する利用者の購買履歴等を確認することができる。
【００１５】
好ましくは、電子クーポン作成条件は、電子クーポンの変更条件を含み、電子クーポン変
更手段は、電子クーポンが変更条件を満たしたときに、ユーザ端末に送信した電子クーポ
ンの内容を変更する。
【００１６】
これにより、電子クーポン管理装置は、予め設定された電子クーポンの変更条件に従って
、ユーザ端末へ既に返送済みの電子クーポンの内容を変更することができる。
【００１７】
好ましくは、電子クーポン変更手段は、電子クーポンが変更条件を満たしたか否かを判定
する判定手段を含む。
【００１８】
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これにより、電子クーポン管理装置は、既に送信済みの電子クーポンが予め設定された変
更条件を満たしたか否かを判定し、変更条件を満たした電子クーポンを特定することがで
きる。
【００１９】
好ましくは、電子クーポン変更手段は、電子クーポンが変更条件を満たしたか否かをユー
ザ端末に判定させ、電子クーポンが変更条件を満たした場合に、その結果をユーザ端末か
ら受信する手段を含む。
【００２０】
これにより、電子クーポン管理装置から電子クーポンを受信したユーザ端末が、電子クー
ポンが変更条件を満たしたか否かを判定できる。
【００２１】
好ましくはさらに、電子クーポン変更手段は、ユーザ端末の表示部に電子クーポンが表示
されているか否かを前期ユーザ端末に判定させ、電子クーポンが表示されている場合にそ
の表示通知をユーザ端末から受信する手段と、電子クーポンが変更条件を満たし、さらに
表示通知を受信した場合に、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更する手段と
を含む。
【００２２】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザ端末が電子クーポンを表示している場合の
み、電子クーポンの内容を変更する。
【００２３】
好ましくはさらに、電子クーポン変更手段は、電子クーポンが変更条件を満たしたとき、
ユーザ端末に電子クーポンを変更する旨の変更通知を送信する手段と、ユーザ端末から送
信される電子クーポンの変更を了承する了承通知を受信する手段とを含み、了承通知を受
信したとき、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更する。
【００２４】
これにより、ユーザ端末のユーザは電子クーポンが変更されることを確認することができ
る。
【００２５】
好ましくは、変更条件は、電子クーポンがユーザ端末へ送信されてからの経過時間である
。
【００２６】
好ましくは、変更条件は、日時である。
好ましくは、変更条件は、ユーザ端末の通過した場所である。
【００２７】
好ましくは、変更条件は、複数の電子クーポンの組合せである。
好ましくは、電子クーポン作成手段は、ユーザ端末の表示部に動画として表示される少な
くとも１つのシナリオを含む電子クーポンを作成し、電子クーポン変更手段は、電子クー
ポンが変更条件を満たしたとき、ユーザ端末の表示部に動画として表示される新たなシナ
リオをユーザ端末に送信する。
【００２８】
これにより、電子クーポンが変更されたときに、ユーザ端末の表示部に表示された電子ク
ーポンの動画が変化する。これにより、ユーザ端末のユーザは電子クーポンが変更された
ことを知ることが可能となる。
【００２９】
好ましくはさらに、電子クーポン管理装置は、ユーザ端末ごとに送信した電子クーポンの
履歴情報を保存する履歴情報保存手段と、変更条件を満たしたときに、ユーザ端末から電
子クーポンの情報を取得する電子クーポン情報取得手段と、取得した電子クーポンの情報
を電子クーポンの履歴情報と照合する電子クーポン情報照合手段とを含み、電子クーポン
変更手段は、電子クーポン情報照合手段による照合の結果、電子クーポンの情報が電子ク
ーポンの履歴情報と一致したとき、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更する
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。
【００３０】
これにより、送信済みの電子クーポンの不正改ざんは防止される。
好ましくは、履歴情報保存手段は、電子クーポン変更手段により変更された電子クーポン
の内容を履歴情報として保存する。
【００３１】
これにより、電子クーポン管理装置は、送信済みの電子クーポンの状態をすべて記録し、
管理することができる。
【００３２】
好ましくはさらに、電子クーポン管理装置は、電子クーポンを保存したユーザ端末の電子
クーポンの情報を、他のユーザ端末に転送する電子クーポン転送手段を含む。
【００３３】
これにより、ユーザ端末を所有するユーザ間で、電子クーポンの受け渡しができる。
【００３４】
好ましくは、ユーザ端末は携帯端末である。
好ましくは、送信手段は、ユーザ端末から送信された電子クーポンの取得依頼を受信後、
電子クーポンをユーザ端末に送信する。
【００３５】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザが取得を希望した電子クーポンのみ送信す
ることができる。
【００３６】
この発明による電子クーポンプログラムは、ネットワークを介して電子クーポン管理装置
に接続可能なユーザ端末に実行させるための電子クーポンプログラムであって、ユーザ端
末の表示部に動画であるシナリオを表示するステップと、予め設定された変更条件を満た
すか否かを判別するステップと、変更条件を満たした場合、変更条件に対応した新たなシ
ナリオを表示部に表示するステップとを含む。
【００３７】
これにより、電子クーポンを受信したユーザ端末は、電子クーポンの変更条件を判定する
ことができる。また、電子クーポンが変更条件を満足した場合は、ユーザ端末は、電子ク
ーポン管理装置にアクセスすることなく電子クーポンを変更することができる。
【００３８】
好ましくはさらに、電子クーポンプログラムは、新たなシナリオを表示部に表示した旨を
履歴情報として電子クーポン管理装置へ送信するステップを含む。
【００３９】
これにより、電子クーポン管理装置は、送信済みの電子クーポンの状態をすべて記録し、
管理することができる。
【００４０】
好ましくは、変更条件はユーザ端末の表示部にシナリオを表示後の経過時間である。
【００４１】
好ましくは、変更条件は、ユーザ端末の表示部にシナリオを表示した時間の合計時間であ
る。
【００４２】
好ましくは、変更条件は日時である。
好ましくは、変更条件はユーザ端末の通過した場所である。
【００４３】
この発明による電子クーポン管理方法は、店舗に置かれる店舗端末と、店舗の利用者によ
り利用されるユーザ端末とにネットワークを介して接続可能なコンピュータを用いた電子
クーポン管理方法であって、店舗端末から送信された電子クーポン作成条件を受信し、電
子クーポン作成条件に従って店舗ごとに電子クーポンを作成するステップと、ユーザ端末
へ電子クーポンを送信するステップと、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更
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するステップとを含む。
【００４４】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザ端末へ既に送信済みの電子クーポンの内容
を変更することができる。
【００４５】
好ましくは、電子クーポンの内容を変更するステップは、店舗端末から送信された電子ク
ーポン変更指令を受信するステップと、電子クーポン変更指令に含まれる電子クーポン変
更内容に従ってユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更するステップとを含む。
【００４６】
これにより、電子クーポン管理装置は、店舗端末からの指令通りに、ユーザ端末へ既に送
信済みの電子クーポンの内容を変更することができる。
【００４７】
好ましくはさらに、ユーザ端末ごとに送信した電子クーポンの履歴情報を保存するステッ
プと、店舗端末から送信された履歴情報検索条件を受信するステップと、履歴情報検索条
件に従って保存された履歴情報を検索するステップと、履歴情報検索手段により検索され
た検索結果を店舗端末へ送信するステップとを含む。
【００４８】
これにより、店舗端末を所持する店舗の従業員は、自分の店舗で利用可能な電子クーポン
の配布状況や、電子クーポンを利用する利用者の購買履歴等を確認することができる。
【００４９】
好ましくは、電子クーポン作成条件は、電子クーポンの変更条件を含み、電子クーポンの
内容を変更するステップは、電子クーポンが変更条件を満たしたときに、ユーザ端末に送
信した電子クーポンの内容を変更する。
【００５０】
これにより、電子クーポン管理装置は、予め設定された電子クーポンの変更条件に従って
、ユーザ端末へ既に返送済みの電子クーポンの内容を変更することができる。
【００５１】
好ましくは、電子クーポンの内容を変更するステップは、電子クーポンが変更条件を満た
したか否かを判定するステップを含む。
【００５２】
これにより、電子クーポン管理装置は、既に送信済みの電子クーポンが予め設定された変
更条件を満たしたか否かを判定し、変更条件を満たした電子クーポンを特定することがで
きる。
【００５３】
好ましくは、電子クーポンの内容を変更するステップは、電子クーポンが変更条件を満た
したか否かをユーザ端末に判定させ、電子クーポンが変更条件を満たした場合に、その結
果をユーザ端末から受信するステップを含む。
【００５４】
これにより、電子クーポン管理装置から電子クーポンを受信したユーザ端末が、電子クー
ポンが変更条件を満たしたか否かを判定できる。
【００５５】
好ましくはさらに、電子クーポンを変更するステップは、ユーザ端末の表示部に電子クー
ポンが表示されているか否かを前期ユーザ端末に判定させ、電子クーポンが表示されてい
る場合にその表示通知をユーザ端末から受信するステップと、電子クーポンが変更条件を
満たし、さらに表示通知を受信した場合に、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を
変更するステップとを含む。
【００５６】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザ端末が電子クーポンを表示している場合の
み、電子クーポンの内容を変更する。
【００５７】
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好ましくはさらに、電子クーポンの内容を変更するステップは、電子クーポンが変更条件
を満たしたとき、ユーザ端末に電子クーポンを変更する旨の変更通知を送信するステップ
と、ユーザ端末から送信される電子クーポンの変更を了承する了承通知を受信するステッ
プとを含み、了承通知を受信したとき、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更
する。
【００５８】
これにより、ユーザ端末のユーザは電子クーポンが変更されることを確認することができ
る。
【００５９】
好ましくは、変更条件は、電子クーポンがユーザ端末へ送信されてからの経過時間である
。
【００６０】
好ましくは、変更条件は、日時である。
好ましくは、変更条件は、ユーザ端末の通過した場所である。
【００６１】
好ましくは、変更条件は、複数の電子クーポンの組合せである。
好ましくは、電子クーポンを作成するステップは、ユーザ端末の表示部に動画として表示
される少なくとも１つのシナリオを含む電子クーポンを作成し、電子クーポンの内容を変
更するステップは、電子クーポンが変更条件を満たしたとき、ユーザ端末の表示部に動画
として表示される新たなシナリオをユーザ端末に送信する。
【００６２】
これにより、電子クーポンが変更されたときに、ユーザ端末の表示部に表示された電子ク
ーポンの動画が変化する。これにより、ユーザ端末のユーザは電子クーポンが変更された
ことを知ることが可能となる。
【００６３】
好ましくはさらに、ユーザ端末ごとに送信した電子クーポンの履歴情報を保存するステッ
プと、変更条件を満たしたときに、ユーザ端末から電子クーポンの情報を取得するステッ
プと、取得した電子クーポンの情報を電子クーポンの履歴情報と照合するステップとを含
み、電子クーポンの内容を変更するステップは、照合の結果、電子クーポンの情報が電子
クーポンの履歴情報と一致したとき、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更す
る。
【００６４】
これにより、送信済みの電子クーポンの不正改ざんは防止される。
好ましくは、履歴情報を保存するステップは、電子クーポン変更手段により変更された電
子クーポンの内容を履歴情報として保存する。
【００６５】
これにより、電子クーポン管理装置は、送信済みの電子クーポンの状態をすべて記録し、
管理することができる。
【００６６】
好ましくはさらに、電子クーポンを保存したユーザ端末の電子クーポンの情報を、他のユ
ーザ端末に転送するステップを含む。
【００６７】
これにより、ユーザ端末を所有するユーザ間で、電子クーポンの受け渡しができる。
【００６８】
好ましくは、ユーザ端末は携帯端末である。
好ましくは、電子クーポンを送信するステップは、ユーザ端末から送信された電子クーポ
ンの取得依頼を受信後、電子クーポンをユーザ端末に送信する。
【００６９】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザが取得を希望した電子クーポンのみ送信す
ることができる。



(10) JP 4530583 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

【００７０】
この発明による電子クーポン管理プログラムを記憶した記憶媒体は、店舗に置かれる店舗
端末と、店舗の利用者により利用されるユーザ端末とにネットワークを介して接続可能な
コンピュータに実行させるためのコンピュータ読取可能な電子クーポン管理プログラムを
記憶した記憶媒体であって、電子クーポン管理プログラムは、店舗端末から送信された電
子クーポン作成条件を受信し、電子クーポン作成条件に従って店舗ごとに電子クーポンを
作成するステップと、ユーザ端末へ電子クーポンを送信するステップと、ユーザ端末に送
信した電子クーポンの内容を変更するステップとを含む。
【００７１】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザ端末へ既に送信済みの電子クーポンの内容
を変更することができる。
【００７２】
好ましくは、電子クーポンの内容を変更するステップは、店舗端末から送信された電子ク
ーポン変更指令を受信するステップと、電子クーポン変更指令に含まれる電子クーポン変
更内容に従ってユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更するステップとを含む。
【００７３】
これにより、電子クーポン管理装置は、店舗端末からの指令通りに、ユーザ端末へ既に送
信済みの電子クーポンの内容を変更することができる。
【００７４】
好ましくはさらに、電子クーポン管理プログラムは、ユーザ端末ごとに送信した電子クー
ポンの履歴情報を保存するステップと、店舗端末から送信された履歴情報検索条件を受信
するステップと、履歴情報検索条件に従って保存された履歴情報を検索するステップと、
履歴情報検索手段により検索された検索結果を店舗端末へ送信するステップとを含む。
【００７５】
これにより、店舗端末を所持する店舗の従業員は、自分の店舗で利用可能な電子クーポン
の配布状況や、電子クーポンを利用する利用者の購買履歴等を確認することができる。
【００７６】
好ましくは、電子クーポン作成条件は、電子クーポンの変更条件を含み、電子クーポンの
内容を変更するステップは、電子クーポンが変更条件を満たしたときに、ユーザ端末に送
信した電子クーポンの内容を変更する。
【００７７】
これにより、電子クーポン管理装置は、予め設定された電子クーポンの変更条件に従って
、ユーザ端末へ既に返送済みの電子クーポンの内容を変更することができる。
【００７８】
好ましくは、電子クーポンの内容を変更するステップは、電子クーポンが変更条件を満た
したか否かを判定するステップを含む。
【００７９】
これにより、電子クーポン管理装置は、既に送信済みの電子クーポンが予め設定された変
更条件を満たしたか否かを判定し、変更条件を満たした電子クーポンを特定することがで
きる。
【００８０】
好ましくは、電子クーポンの内容を変更するステップは、電子クーポンが変更条件を満た
したか否かをユーザ端末に判定させ、電子クーポンが変更条件を満たした場合に、その結
果をユーザ端末から受信するステップを含む。
【００８１】
これにより、電子クーポン管理装置から電子クーポンを受信したユーザ端末が、電子クー
ポンが変更条件を満たしたか否かを判定できる。
【００８２】
好ましくはさらに、電子クーポンを変更するステップは、ユーザ端末の表示部に電子クー
ポンが表示されているか否かを前期ユーザ端末に判定させ、電子クーポンが表示されてい
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る場合にその表示通知をユーザ端末から受信するステップと、電子クーポンが変更条件を
満たし、さらに表示通知を受信した場合に、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を
変更するステップとを含む。
【００８３】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザ端末が電子クーポンを表示している場合の
み、電子クーポンの内容を変更する。
【００８４】
好ましくはさらに、電子クーポンの内容を変更するステップは、電子クーポンが変更条件
を満たしたとき、ユーザ端末に電子クーポンを変更する旨の変更通知を送信するステップ
と、ユーザ端末から送信される電子クーポンの変更を了承する了承通知を受信するステッ
プとを含み、了承通知を受信したとき、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更
する。
【００８５】
これにより、ユーザ端末のユーザは電子クーポンが変更されることを確認することができ
る。
【００８６】
好ましくは、変更条件は、電子クーポンがユーザ端末へ送信されてからの経過時間である
。
【００８７】
好ましくは、変更条件は、日時である。
好ましくは、変更条件は、ユーザ端末の通過した場所である。
【００８８】
好ましくは、変更条件は、複数の電子クーポンの組合せである。
好ましくは、電子クーポンを作成するステップは、ユーザ端末の表示部に動画として表示
される少なくとも１つのシナリオを含む電子クーポンを作成し、電子クーポンの内容を変
更するステップは、電子クーポンが変更条件を満たしたとき、ユーザ端末の表示部に動画
として表示される新たなシナリオをユーザ端末に送信する。
【００８９】
これにより、電子クーポンが変更されたときに、ユーザ端末の表示部に表示された電子ク
ーポンの動画が変化する。これにより、ユーザ端末のユーザは電子クーポンが変更された
ことを知ることが可能となる。
【００９０】
好ましくはさらに、電子クーポン管理プログラムは、ユーザ端末ごとに送信した電子クー
ポンの履歴情報を保存するステップと、変更条件を満たしたときに、ユーザ端末から電子
クーポンの情報を取得するステップと、取得した電子クーポンの情報を電子クーポンの履
歴情報と照合するステップとを含み、電子クーポンの内容を変更するステップは、照合の
結果、電子クーポンの情報が電子クーポンの履歴情報と一致したとき、ユーザ端末に送信
した電子クーポンの内容を変更する。
【００９１】
これにより、送信済みの電子クーポンの不正改ざんは防止される。
好ましくは、履歴情報を保存するステップは、電子クーポン変更手段により変更された電
子クーポンの内容を履歴情報として保存する。
【００９２】
これにより、電子クーポン管理装置は、送信済みの電子クーポンの状態をすべて記録し、
管理することができる。
【００９３】
好ましくはさらに、電子クーポン管理プログラムは、
電子クーポンを保存したユーザ端末の電子クーポンの情報を、他のユーザ端末に転送する
ステップを含む。
【００９４】
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これにより、ユーザ端末を所有するユーザ間で、電子クーポンの受け渡しができる。
【００９５】
好ましくは、ユーザ端末は携帯端末である。
好ましくは、電子クーポンを送信するステップは、ユーザ端末から送信された電子クーポ
ンの取得依頼を受信後、電子クーポンをユーザ端末に送信する。
【００９６】
これにより、電子クーポン管理装置は、ユーザが取得を希望した電子クーポンのみ送信す
ることができる。
【００９７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態について図面を参照して詳しく説明する。なお、図中同一ま
たは相当部分には同一符号を付してその説明は繰り返さない。
【００９８】
［電子クーポンシステムの全体構成］
図１はこの発明の実施の形態による電子クーポンシステムの全体構成を示すブロック図で
ある。
【００９９】
図１を参照して、電子クーポンの作成および変更等の電子クーポンの管理を行なう電子ク
ーポン管理装置１は、ネットワーク２を介して実店舗に設置される店舗端末３と、電子ク
ーポンを利用するユーザの各家庭に設置される固定端末４と、ユーザが所持している携帯
端末５とに接続可能である。
【０１００】
なお、図１には店舗端末３、固定端末４、携帯端末５はそれぞれ１台づつしか示していな
いが、これらは実際には当然に複数存在する。
【０１０１】
図２は、図１中の電子クーポン管理装置１の構成を示すブロック図である。
図２を参照して、電子クーポン管理装置１は、中央処理装置（ＣＰＵ）１１とメモリ１２
と、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）やＬＣＤ（Liquid Crystal Display）などからなるディ
スプレイ１３と、固定ディスク１４と、記憶媒体駆動装置１５と、ネットワーク２を介し
て店舗端末３や固定端末４や携帯端末５と接続するための通信部１６とを含む。
【０１０２】
メモリ１２および固定ディスク１４はメモリとして機能し、ディスプレイ１３が出力装置
として機能する。これらは相互にバス１８で接続されている。
【０１０３】
ＣＤ－ＲＯＭ１７はコンピュータ読取可能な記憶媒体であって、後述する電子クーポン管
理プログラムが予め記憶されている。このＣＤ－ＲＯＭ１７を記憶媒体駆動装置１５に装
着し、電子クーポン管理プログラムを固定ディスク１４にインストールすると、この電子
クーポン管理装置１は電子クーポンを作成、管理する装置として機能する。なおここでＣ
Ｄ－ＲＯＭ１７を用いているが、これに代えて光磁気（ＭＯ）ディスクやフレキシブルデ
ィスクなどの記憶媒体を用いることもできる。また、通常は電子クーポン管理プログラム
を動作可能にするためのオペレーションシステム（ＯＳ）が固定ディスク１４に予めイン
ストールされている。
【０１０４】
図３は、図１に示した店舗端末３の構成を示すブロック図である。
図３を参照して、店舗端末３はＣＰＵ３１とメモリ３２とディスプレイ３３と、固定ディ
スク３４と、ネットワーク２を介して電子クーポン管理装置１と接続するための通信部３
６と、キーボードやマウスなどで構成される入力部３７とを含む。これらは相互にバス３
５により接続されている。
【０１０５】
なお、図１に示した固定端末４の構成も、図３に示す店舗端末３の構成と同じであるため
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その説明は繰返さない。
【０１０６】
図４は図１中の携帯端末５の構成を示すブロック図である。
図４を参照して、携帯端末５はＣＰＵ５１と、ネットワーク２を介して電子クーポン管理
装置１と接続するための通信部５２と、電子クーポンやその内容等を表示するディスプレ
イ５３と、入力部５４と、携帯端末５の位置を特定するための位置検出部５５と、記憶部
５６とを含む。これらは相互にバス５７により接続されている。
【０１０７】
［電子クーポンの説明］
はじめに、この発明の実施の形態における電子クーポンの概要について説明する。
【０１０８】
この発明による電子クーポンとは、実店舗からの作成依頼により電子クーポン管理装置１
で作成され、携帯電話やＰＤＡ等の携帯端末を利用するユーザに配信されるクーポンであ
る。自己が所有する携帯端末に電子クーポンを受信し、保存したユーザは、携帯端末のデ
ィスプレイ上に表示される電子クーポンを実店舗の従業員に見せる等の行為により、電子
クーポンを利用することが可能となる。
【０１０９】
さらに、この発明による電子クーポンは、電子クーポン作成時に変更条件を設定すること
により、各ユーザの携帯端末に配信した後も、変更条件にしたがってその内容を変更する
ことが可能である。
【０１１０】
電子クーポンはその変更条件に応じた複数のシナリオで構成される。
ここで、シナリオとは、携帯端末のディスプレイ上である指定されたアニメーション動作
を行うための情報を含むプログラムであり、スクリプト言語や、ＪＡＶＡ（Ｒ）アプレッ
トやＥＶＡ，ＮＶＡ等で作成されるものである。
【０１１１】
このプログラムは、携帯端末で実行される形態と、電子クーポン管理装置で実行され、実
行結果の表示のみが携帯端末で行なわれる形態とがある。
【０１１２】
よって、電子クーポンは変更ごとに携帯端末のディスプレイ上で表示される形態が異なる
こととなり、携帯端末のユーザは、容易に電子クーポンの内容が変更したことを知ること
ができる。
【０１１３】
なお、電子クーポン管理装置１はあらかじめ複数のシナリオを保存しており、各シナリオ
にはシナリオを特定するための識別子であるシナリオ名がつけられている。よって、電子
クーポン管理装置１に電子クーポンの作成を依頼する実店舗の従業員は、あらかじめ電子
クーポン管理装置１に保存された複数のシナリオから作成依頼した電子クーポンに使用す
るシナリオを選択することができる。また、実店舗の従業員が作成したシナリオを電子ク
ーポン管理装置１に保存することにより、オリジナルのシナリオで電子クーポンの作成依
頼を行うことも可能である。
【０１１４】
［電子クーポンシステムの機能］
図１の構成を示す電子クーポンシステムは、実店舗からの依頼に応じて電子クーポンを作
成する電子クーポン作成機能と、作成した電子クーポンをユーザが所有する固定端末もし
くは携帯端末に送信する電子クーポン送信機能と、既にユーザの元に配信された電子クー
ポンの内容を変更する電子クーポン変更機能と、携帯端末を有するユーザ間で電子クーポ
ンの移譲を行う電子クーポン移譲機能とを含む。
【０１１５】
以下それぞれの機能について説明する。
［電子クーポン作成機能］



(14) JP 4530583 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

図５は図１に示した電子クーポンシステムの電子クーポン作成機能の動作を示すフローチ
ャートである。
【０１１６】
図５を参照して、店舗端末３を所有する実店舗の従業員が電子クーポン管理装置１に電子
クーポンの作成を依頼したい場合、従業員は、店舗端末３を用いてネットワーク２を介し
て電子クーポン管理装置１に電子クーポン作成依頼を送信する（ステップＳ１）。
【０１１７】
電子クーポン管理装置１は、店舗端末３から送信された電子クーポン作成依頼を受信し（
ステップＳ２）、電子クーポンを作成するための条件を入力する電子クーポン作成メニュ
ーおよび切替タイミング設定テーブルを店舗端末３に送信する（ステップＳ３）。
【０１１８】
店舗端末３は、電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポン作成メニューおよび
切替タイミング設定テーブルを受信後、その内容をディスプレイ３３に表示する（ステッ
プＳ４）。
【０１１９】
店舗端末３を所有する実店舗の従業員は、ディスプレイ３３に表示された電子クーポン作
成メニューおよびタイミング設定テーブルに従って電子クーポンの設定条件を入力する（
ステップＳ５）。電子クーポンの種類としては、その電子クーポン内容を変更する起点と
なる条件の種類により、経過時間、時刻、通過場所、当りはずれ、組合せ、特定入力の６
種類が存在する。
【０１２０】
以下、図５中のステップＳ５におけるクーポンの設定条件について説明する。
（１）　経過時間をクーポン変更条件とする電子クーポン作成
はじめに、図５中のステップＳ５におけるクーポン作成条件のうち、経過時間により電子
クーポンの内容が変更されるように設定する場合のクーポン作成条件入力について説明す
る。
【０１２１】
たとえば、店舗端末３を設置している実店舗の従業員が、実店舗で販売している商品Ａの
販売額の１０％を割引可能な価値を有する電子クーポンの作成を希望し、さらに、携帯端
末５を所持するユーザが電子クーポン管理装置１から携帯端末５に電子クーポンをダウン
ロードしてから１０００時間経過後にその電子クーポンクーポンの価値が商品Ａの販売額
の１０％割引から２０％割引へと変更されるように設定する場合を想定する。
【０１２２】
表１はクーポン変更条件を経過時間とした場合の電子クーポン作成メニューである。
【０１２３】
【表１】

【０１２４】
表１を参照して、電子クーポン作成メニューは、「クーポンＩＤ」欄と、「購買施設情報
」欄と、「購買施設確認暗証番号」欄と、「有効期限」欄と、「シナリオ数」欄と、「配
布対象端末種類」欄と、「対象商品」欄と、「シナリオ切替タイミング設定数」欄とを含
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【０１２５】
「クーポンＩＤ」欄には、作成された電子クーポンを特定するための識別子として電子ク
ーポンＩＤが自動的に入力される。
【０１２６】
店舗端末３を所有している実店舗の従業員は、「購買施設情報」欄にあらかじめ電子クー
ポン管理装置１の固定ディスク１４に登録してある実店舗の店舗コードを入力し、さらに
、「購買施設確認暗証番号」欄にあらかじめ電子クーポン管理装置１の固定ディスク１４
に登録してある実店舗の暗証番号を入力する。この動作により、今回作成される電子クー
ポンを利用可能な実店舗の特定が可能となる。また、従業員は暗証番号を入力しなければ
電子クーポンを作成することができないことから、実店舗の従業員でない者が不正に電子
クーポンを作成するのを防止することが可能となる。
【０１２７】
続いて、従業員は「有効期限」欄に今回作成する電子クーポンの有効期限を入力する。た
とえば２００１年１２月３１日を期限とすると、従業員は、表１に示すように「有効期限
」欄に「０１／１２／３１」と入力する。
【０１２８】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンに使用するシナリオの数を「シナリオ数」欄に入
力する。今回の場合は、従業員は電子クーポン価値について１０％と２０％との２種類の
価値を用意する必要があるため、２つのシナリオを使用することとなる。そこで、「シナ
リオ数」欄には「２」を入力する。
【０１２９】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの配布対象となるユーザ端末の種類を入力する。
たとえば、すべての種類の携帯端末を対象とするのであれば、従業員は、「全携帯端末」
と入力する。
【０１３０】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの利用対象となる商品について「対象商品」欄に
入力する。今回の場合は、従業員は商品Ａについて電子クーポンの設定を希望するため、
「商品Ａ」と入力する。
【０１３１】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの変化形態数をシナリオ切替タイミング設定数と
して「シナリオ切替タイミング設定数」欄に入力する。今回の場合は、従業員が作成を希
望する電子クーポンは、各ユーザに配信されるまでの形態と、その価値が１０％割引であ
る形態と、その価値が２０％である形態との３種類が存在するため、「シナリオ切替タイ
ミング設定」欄に「３」を入力する。
【０１３２】
次に、実店舗の従業員は、今回作成する電子クーポンの各変化形態ごとの価値レベルや使
用シナリオ等を特定するために、表２に示す切替タイミング設定テーブルに設定条件入力
を行う。
【０１３３】
【表２】
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【０１３４】
表２を参照して、切替タイミング設定テーブルは、「タイミングＩＤ」欄と、「価値レベ
ル」欄と、「特典コード」欄と、「使用シナリオ」欄と、「変更条件」欄および「変更内
容」欄とを含む。
【０１３５】
ここで、タイミングＩＤとは今回作成する電子クーポンの各変化形態ごとの設定条件を特
定するための識別子であり、実店舗の従業員が自由に設定することができる。
【０１３６】
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はじめに、実店舗の従業員は、表１におけるクーポン作成メニューの「シナリオ切替タイ
ミング設定数」欄に入力した数に相当する数のタイミングＩＤを入力する。今回の場合は
、上述のとおり、電子クーポンの変化形態は３種類であるため、「タイミングＩＤ」欄に
は、それぞれ「Ｔ０００」、「Ｔ００１」、「Ｔ００２」の３つのタイミングＩＤを入力
する。なお、タイミングＩＤは従業員が自由に決定することができる。
【０１３７】
続いて、従業員は、各タイミングＩＤごとの電子クーポンの価値について、「価値レベル
」欄に入力する。今回の場合では、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、電子クーポ
ンが各ユーザの携帯端末に配信される前の形態であるため、価値レベルは「なし」とし、
タイミングＩＤが「Ｔ００１」の場合は、その価値が１０％割引の形態であるから、価値
レベルに「１０％ＯＦＦ」と入力する。同様に、タイミングＩＤが「Ｔ００２」の場合は
、価値レベルに「２０％ＯＦＦ」と入力する。
【０１３８】
続いて、従業員は、各タイミングＩＤで使用するシナリオのシナリオ名を「使用シナリオ
」欄に入力する。
【０１３９】
今回の場合では、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、電子クーポンが各ユーザの携
帯端末に配信される前の形態であるため、使用シナリオは「なし」とし、タイミングＩＤ
が「Ｔ００１」の場合は、「Sinario1.eva」と入力する。同様に、タイミングＩＤが「Ｔ
００２」の場合は、「Sinario2.eva」と入力する。なお、「Sinario1.eva」、「Sinario2
.eva」のシナリオは、あらかじめ電子クーポン管理装置１に保存されているものであって
もよいし、従業員により独自にプログラムされたものであってもよい。ただし、従業員に
より独自にプログラムされたものであれば、そのシナリオを電子クーポン管理装置１の固
定ディスク１４にあらかじめ保存しておく必要がある。
【０１４０】
続いて、従業員は、各タイミングＩＤごとの変更条件と、変更条件を満足した場合の変化
の電子クーポンの変更内容とについて入力する。
【０１４１】
今回の場合では、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、ユーザにより電子クーポン管
理装置１からユーザが所有する携帯端末５に電子クーポンがダウンロードされるときに、
電子クーポンの形態は、タイミングＩＤが「Ｔ００１」の形態になるように設定する。よ
って、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合の「変更条件１」欄に「ユーザによるダウン
ロード」と入力し、さらに「変更内容」欄に「タイミングＩＤ＝Ｔ００１へ」と入力する
。タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、これ以上の変更条件は存在しないため、「変
更条件２」欄以降は「なし」と入力する。
【０１４２】
一方、タイミングＩＤが「Ｔ００１」の場合は、ユーザが電子クーポンを携帯端末に受信
後、１０００時間経過した場合にその価値レベルを変更するため、「変更条件１」欄に「
受信後１０００時間経過」と入力し、「変更内容」欄に「タイミングＩＤ＝Ｔ００２へ」
と入力する。一方、電子クーポンがタイミングＩＤ＝Ｔ００１の形態で利用される場合も
ある。この場合は、電子クーポンが償還されたとして、利用したユーザの携帯端末から消
滅させる必要が生じる。よって、電子クーポンが償還された場合の変更条件として、「変
更条件２」欄に「クーポン償還」と入力し、「変更内容」欄に「消滅」と入力する。タイ
ミングＩＤ＝Ｔ００１の形態では、これ以上の変更条件がないことから、変更条件３以降
の欄については、「なし」と入力する。
【０１４３】
同様に、タイミングＩＤが「Ｔ００２」の場合は、電子クーポンが償還される以外の変更
条件が存在しないため、「変更条件１」欄に「クーポン償還」と入力し、「変更内容」欄
に「消滅」と入力する。なお、変更条件２以降の入力欄には「なし」と入力する。
【０１４４】
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以上に示した設定方法により、電子クーポン管理装置にて、経過時間を変更条件とした電
子クーポンの作成が可能となる。
【０１４５】
（２）　時刻をクーポン変更条件とする電子クーポン作成
図５中のステップＳ５におけるクーポン作成条件のうち、時刻により電子クーポンの内容
が変更されるように設定する場合のクーポン作成条件入力についても、上述した経過時間
を変更条件とした場合と同様に入力すればよい。
【０１４６】
たとえば、店舗端末３を設置している実店舗の従業員が、実店舗で販売している商品Ａの
販売額の１０％を割引可能な価値を有する電子クーポンの作成を希望し、さらに、携帯端
末５を所持するユーザが電子クーポン管理装置１から携帯端末５に電子クーポンをダウン
ロードしたのち、２００１年１１月１日の１４時にその電子クーポンの価値が商品Ａの販
売額の１０％割引から２０％割引へと変更されるように設定する場合を想定する。
【０１４７】
このときの電子クーポン作成メニューの入力内容は表１と同じであるため、その説明は繰
り返さない。
【０１４８】
続いて、切替タイミング設定テーブルの設定方法について説明する。
表３は時刻をクーポン変更条件とした場合の入力内容を示した切替タイミング設定テーブ
ルである。
【０１４９】
【表３】
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【０１５０】
表３を参照して、電子クーポンが各ユーザの携帯端末５に配信される前の形態であるタイ
ミングＩＤ＝Ｔ０００の設定条件は、経過時間を変更条件とした場合の設定条件と同様で
あるため、その説明は繰り返さない。
【０１５１】
次に、従業員は、２００１年１１月１日の１４時にその電子クーポンの価値が商品Ａの販
売額の１０％割引から２０％割引へと変更されるように設定したいのであるから、タイミ
ングＩＤ＝Ｔ００１のときの「変更条件１」欄に「０１／１１／１の１４：００経過」と
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入力し、「変更内容」欄に「タイミングＩＤ＝Ｔ００２へ」と入力する。これにより、電
子クーポンは２００１年１１月１日の１４時に価値を変更するように設定される。
【０１５２】
その他の設定条件は、経過時間を変更条件とした場合と同様であるため、その説明は繰り
返さない。
【０１５３】
なお、表３に示したタイミングＩＤは表２のタイミングＩＤと同じとしているが、タイミ
ングＩＤは従業員の入力により自由に設定できる。また、使用シナリオについても、表３
では「Sinario1.eva」、「Sinario2.eva」のシナリオを用いているが、他のシナリオを選
択することも可能である。
【０１５４】
（３）　通過場所をクーポン変更条件とする電子クーポン作成
通常、携帯電話などの無線通信機能を持つ携帯端末は、通話時だけでなく待受け時も定期
的に制御チャネルを用いて無線基地局と交信しており、その無線基地局の識別子を常に受
信している。無線基地局は、１局あたり半径５０ｍ～１ｋｍ程度の範囲をカバーしている
ことから、その範囲内の地域の特定を行うことができる。よって、携帯端末５でそのクー
ポン変更条件として、無線基地局の識別子を用いることも可能である。
【０１５５】
たとえば、店舗端末３を設置している実店舗の従業員が、実店舗で販売している商品Ａの
販売額の１０％を割引可能な価値を有する電子クーポンの作成を希望し、さらに、携帯端
末５を所持するユーザが電子クーポン管理装置１から携帯端末５に電子クーポンをダウン
ロードしたのち、その携帯端末５を所持するユーザが基地局ＩＤ＝０８２４である従業員
の実店舗内へ入った場合に、電子クーポンの価値が商品Ａの販売額の１０％割引から２０
％割引へと変更されるように設定する場合を想定する。
【０１５６】
このときの電子クーポン作成メニュの入力内容は表１と同じであるため、その説明は繰り
返さない。
【０１５７】
表４は場所をクーポン変更条件とした場合の入力内容を示した切替タイミング設定テーブ
ルである。
【０１５８】
【表４】
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【０１５９】
表４を参照して、従業員は、タイミングＩＤ＝Ｔ００１における「変更条件１」欄に「基
地局ＩＤ＝０８２４をキャッチしたとき」と入力する。その他の入力条件は、表２に示し
た経過時間を変更条件とした場合の切替タイミング設定テーブルと同じであるため、その
説明は繰り返さない。
【０１６０】
以上の条件設定により、携帯端末５が基地局ＩＤ＝０８２４を受信したときに電子クーポ
ンの価値が商品Ａの販売額の１０％割引から２０％割引へと変更される。
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【０１６１】
なお、上記においてはクーポン変更条件として、携帯端末５のユーザが特定の場所に入る
場合を想定したが、特定の場所を通過する場合をクーポン変更条件とすることも可能であ
る。このときは変更条件として、指定した基地局ＩＤを携帯端末５がキャッチした後に携
帯端末５が異なる基地局ＩＤをキャッチした場合に、特定の場所を通過したとみなしてク
ーポンの変更を行うように設定すればよい。また、複数の特定場所を通過した場合にクー
ポンの変更を行うように設定することも可能である。この場合は、「変更条件」欄に複数
の基地局ＩＤを指定すればよい。
【０１６２】
（４）　抽選をクーポン変更条件とする電子クーポン作成
また、従業員は、電子クーポンを携帯端末５にダウンロードしたユーザが従業員の実店舗
に来店した場合に、抽選によりクーポンの価値が決定するようにクーポン変更条件を設定
することが可能である。
【０１６３】
たとえば、実店舗に来店したユーザが携帯端末５内に保存した電子クーポンを従業員に提
示した場合に、その電子クーポンについて抽選が行われ、「あたり」の場合には商品Ａを
無償提供し、「はずれ」の場合は電子クーポンが消滅する電子クーポンを作成する場合を
想定する。
【０１６４】
表５はクーポン変更条件を抽選とした場合の電子クーポン作成メニューである。
【０１６５】
【表５】

【０１６６】
表５を参照して、「クーポンＩＤ」欄と、「購買施設情報」欄と、「購買施設確認暗証番
号」欄と、「有効期限」欄との入力方法は表１で示した入力方法と同じであるため、その
説明は繰り返さない。
【０１６７】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンに使用するシナリオの数を「シナリオ数」欄に入
力する。今回の場合は、従業員は電子クーポン価値について抽選前用のシナリオと、抽選
後「あたり」の場合用のシナリオと、抽選後「はずれ」の場合用のシナリオとの３種類の
シナリオを利用することとなる。そこで、「シナリオ数」欄には「３」を入力する。
【０１６８】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの配布対象となるユーザ端末の種類を入力する。
【０１６９】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの利用対象となる商品について「対象商品」欄に
入力する。抽選の結果「あたり」の場合に商品Ａを無償で提供するのであるから、「対象
商品」欄には「商品Ａ」と入力する。
【０１７０】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの変化形態数をシナリオ切替タイミング設定数と
して「シナリオ切替タイミング設定数」欄に入力する。今回の場合は、従業員が作成を希
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望する電子クーポンは、各ユーザに配信されるまでの形態と、抽選前の形態と、抽選後「
あたり」の場合の形態と、抽選後「はずれ」の場合の形態との４種類が存在するため、「
シナリオ切替タイミング設定」欄に「４」を入力する。
【０１７１】
次に、実店舗の従業員は、表６に示す切替タイミング設定テーブルに設定条件入力を行う
。
【０１７２】
【表６】
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表６を参照して、はじめに、実店舗の従業員は、表５におけるクーポン作成メニューの「
シナリオ切替タイミング設定数」欄に入力した数に相当する数のタイミングＩＤを入力す
る。今回の電子クーポンでは、上述のとおり、電子クーポンの変化形態は４種類であるた
め、「タイミングＩＤ」欄には、それぞれ「Ｔ０００」、「Ｔ００１」、「Ｔ００２」、
「Ｔ００３」の４つのタイミングＩＤを入力する。なお、タイミングＩＤは従業員が自由
に決定することができる。
【０１７４】
続いて、従業員は、各タイミングＩＤごとの電子クーポンの価値について、「価値レベル
」欄に入力するが、今回の場合は、上述した経過時間等によるクーポン変更条件の場合と
違い、対象商品の割引を目的とするものではないため、「価値レベル」欄はすべてのタイ
ミングＩＤにおいて「なし」と入力する。
【０１７５】
次に、従業員は、各タイミングＩＤごとの電子クーポンの特典について、「特典コード」
欄に入力する。タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、電子クーポンが各ユーザの携帯
端末に配信される前の形態であるため、特典は「なし」とし、タイミングＩＤが「Ｔ００
１」の場合は、抽選前の形態であるから、「特典コード」欄は「なし」と入力する。同様
に、抽選後「はずれ」の場合であるタイミングＩＤが「Ｔ００３」の場合も、「特典コー
ド」欄には「なし」と入力する。
【０１７６】
抽選後「あたり」の場合に商品Ａを無償提供するのであるから、タイミングＩＤが「Ｔ０
０２」の「特典コード」欄に「商品Ａ無償提供」と入力する。
【０１７７】
続いて、従業員は、各タイミングＩＤで使用するシナリオのシナリオ名を「使用シナリオ
」欄に入力する。
【０１７８】
今回の場合では、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、電子クーポンが各ユーザの携
帯端末に配信される前の形態であるため、使用シナリオは「なし」とし、タイミングＩＤ
が「Ｔ００１」～「Ｔ００３」の場合に使用するシナリオ名をそれぞれ「使用シナリオ」
欄に入力する。
【０１７９】
続いて、従業員は、各タイミングＩＤごとの変更条件および変更条件を満足した場合の電
子クーポンの変更方法について入力する。
【０１８０】
今回の場合では、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、上述した表２の場合と同じで
あるため、その説明は繰り返さない。
【０１８１】
タイミングＩＤが「Ｔ００１」の場合は、ユーザが電子クーポンを携帯端末５に受信後、
その電子クーポンについて抽選を実行したときにその価値レベルを変更する。よって、「
変更条件１」欄に「抽選実行」と入力する。電子クーポンの抽選は電子クーポン管理装置
１にて行われるが、従業員は抽選のときの「あたり」のでる確率を設定することができる
。従業員が「あたり」の確率を４０％に設定する場合は、「変更条件１」欄にさらに「あ
たり４０％」と入力する。
【０１８２】
続いて、従業員は抽選を行ったあとの電子クーポンの変更内容について、「変更内容」欄
に入力する。今回の場合は、「あたりの場合はＴ００２へ，はずれの場合はＴ００３へ」
と入力する。タイミングＩＤ＝Ｔ００１の形態では、これ以上の変更条件がないことから
、「変更条件２」以降の欄については、「なし」と入力する。
【０１８３】
タイミングＩＤが「Ｔ００２」の場合は、電子クーポンが償還される以外の変更条件が存
在しないため、「変更条件１」欄に「クーポン償還」と入力し、「変更内容」欄に「消滅
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」と入力する。なお、変更条件２以降の入力欄には「なし」と入力する。
【０１８４】
タイミングＩＤが「Ｔ００３」の場合は、抽選の結果はずれの場合であり、もはや電子ク
ーポンに価値は存在しない。そこで、たとえば、「はずれ」の旨を示すアニメーション表
示を携帯端末５のディスプレイに表示後１０分経過時に消滅させるのであれば、「変更条
件１」欄に「更新後１０分経過」と入力し、「変更内容」欄に「消滅」と入力する。なお
、変更条件２以降の入力欄には「なし」と入力する。
【０１８５】
以上の設定により、電子クーポンを抽選券として設定することが可能となる。
（５）　電子クーポン同士の組合せをクーポン変更条件とする電子クーポン作成
特定された複数のクーポンをユーザが取得した場合に、新たな価値を発生するようにクー
ポン変更条件を設定することも可能である。
【０１８６】
たとえば、商品Ａの購入額の１０％を割引く価値を有するクーポンＩＤ＝１２３４５の電
子クーポンをユーザが取得した後、新たにクーポンＩＤ＝２３４５６を取得した場合に、
クーポンＩＤ＝１２３４５とクーポンＩＤ＝２３４５６との組合せにより、商品Ａの購入
額の３０％を割引く価値を有するクーポンに変更する場合を想定する。
【０１８７】
表７はクーポン変更条件をクーポンの組合せとした場合の電子クーポン作成メニューであ
る。
【０１８８】
【表７】

【０１８９】
表７を参照して、「クーポンＩＤ」欄と、「購買施設情報」欄と、「購買施設確認暗証番
号」欄と、「有効期限」欄との入力方法は経過時間をクーポン変更条件とした場合の入力
方法と同じであるため、その説明は繰り返さない。
【０１９０】
表７の電子クーポン作成メニューにはさらに、組合せするシナリオの数を特定する「シナ
リオ組合せ設定数」欄を含む。
【０１９１】
従業員は、今回の電子クーポンに使用するシナリオの数を「シナリオ数」欄に入力する。
今回の場合は、従業員は電子クーポン価値について１０％と３０％との２種類の価値を用
意する必要があるため、２つのシナリオを利用することとなる。そこで、「シナリオ数」
欄には「２」を入力する。
【０１９２】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの配布対象となるユーザ端末の種類を入力する。
【０１９３】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの利用対象となる商品について「対象商品」欄に
入力する。従業員は商品Ａについて電子クーポンの設定を希望するため、「商品Ａ」と入
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【０１９４】
続いて、従業員は、今回の電子クーポンの変更形態数をシナリオ組合せ設定数として「シ
ナリオ組合せ設定数」欄に入力する。今回の場合は、従業員が作成を希望する電子クーポ
ンは、各ユーザに配信されるまでの形態と、その価値が１０％割引である形態と、組合せ
により、その価値が３０％となる形態との３種類が存在するため、「シナリオ組合せ設定
数」欄に「３」を入力する。
【０１９５】
なお、今回の場合は、「シナリオ切替タイミング設定」欄には「なし」と入力する。
【０１９６】
次に、実店舗の従業員は、今回作成する電子クーポンの各変化形態ごとの価値レベルや使
用シナリオ等を特定するために、表８に示すタイミング設定テーブルに設定条件入力を行
う。
【０１９７】
【表８】
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【０１９８】
表８を参照して、はじめに、実店舗の従業員は、表７におけるクーポン作成メニューの「
シナリオ切替タイミング設定数」欄に入力した数に相当する数のタイミングＩＤを入力す
る。今回の電子クーポンでは、上述のとおり、電子クーポンの変化形態は３種類であるた
め、「タイミングＩＤ」欄には、それぞれ「Ｔ０００」、「Ｔ００１」、「Ｔ００２」の
３つのタイミングＩＤを入力する。なお、タイミングＩＤは従業員が自由に決定すること
ができる。
【０１９９】
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続いて、従業員は、各タイミングＩＤごとの電子クーポンの価値について、「価値レベル
」欄に入力する。今回の場合では、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、電子クーポ
ンが各ユーザの携帯端末に配信される前の形態であるため、価値レベルは「なし」とし、
タイミングＩＤが「Ｔ００１」の場合は、その価値が１０％割引の形態であるから、価値
レベルに「１０％ＯＦＦ」と入力する。同様に、タイミングＩＤが「Ｔ００２」の場合は
、価値レベルに「３０％ＯＦＦ」と入力する。
【０２００】
続いて、従業員は、各タイミングＩＤで使用するシナリオのシナリオ名を「使用シナリオ
」欄に入力する。
【０２０１】
今回の場合では、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、電子クーポンが各ユーザの携
帯端末５に配信される前の形態であるため、使用シナリオは「なし」とし、タイミングＩ
Ｄが「Ｔ００１」の場合は、「Sinario1.eva」と入力する。同様に、タイミングＩＤが「
Ｔ００２」の場合は、「Sinario2.eva」と入力する。
【０２０２】
なお、従業員は、シナリオを自由に選択することが可能である。
続いて、従業員は、各タイミングＩＤごとの変更条件および変更条件を満足した場合の電
子クーポンの変更内容について入力する。
【０２０３】
今回の場合は、タイミングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、ユーザにより電子クーポン管理
装置１からユーザが所有する携帯端末５に電子クーポンがダウンロードされるときに、電
子クーポンの形態がタイミングＩＤ＝Ｔ００１の形態になるように設定する。よって、タ
イミングＩＤが「Ｔ０００」の場合の「変更条件１」欄に「ユーザによるダウンロード」
と入力し、さらに「変更内容」欄に「タイミングＩＤ＝Ｔ００１へ」と入力する。タイミ
ングＩＤが「Ｔ０００」の場合は、これ以上の変更条件は存在しないため、「変更条件２
」欄以降は「なし」と入力する。
【０２０４】
一方、タイミングＩＤが「Ｔ００１」の場合は、ユーザがさらにクーポンＩＤ＝２３４５
６の電子クーポンを取得した場合に、その価値レベルを変更するため、「変更条件１」欄
に「クーポンＩＤ＝２３４５６を取得」と入力し、「変更内容」欄に「タイミングＩＤ＝
Ｔ００２へ」と入力する。一方、電子クーポンがタイミングＩＤ＝Ｔ００１の形態で利用
される場合もある。この場合は、電子クーポンが償還されたとして、利用したユーザの携
帯端末から消滅させる必要が生じる。よって、電子クーポンが償還された場合の変更条件
として、「変更条件２」欄に「クーポン償還」と入力し、「変更内容」欄に「消滅」と入
力する。タイミングＩＤ＝Ｔ００１の形態では、これ以上の変更条件がないことから、変
更条件３以降の欄については、「なし」と入力する。
【０２０５】
同様に、タイミングＩＤが「Ｔ００２」の場合は、電子クーポンが償還される以外の変更
条件が存在しないため、「変更条件１」欄に「クーポン償還」と入力し、「変更内容」欄
に「消滅」と入力する。なお、変更条件２以降の入力欄には「なし」と入力する。
【０２０６】
以上に示した設定方法により、電子クーポン管理装置にて、複数のクーポンの組合せをク
ーポン変更条件とすることが可能となる。
【０２０７】
なお、今回の電子クーポン設定メニューの入力方法の説明では、経過時間、経過時刻、通
過場所、抽選、複数の電子クーポンの組合せをクーポン変更条件とした場合のクーポン条
件設定方法について説明したが、これらのクーポン変更条件を複合して設定することも可
能である。たとえば、経過時間と経過場所とをクーポン変更条件として、電子クーポンの
作成を設定することも可能である。
【０２０８】
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（６）　携帯端末５の入力部５４を用いた特定の入力をクーポン変更条件とする電子クー
ポン作成
電子クーポンを保存している携帯端末５のユーザが、携帯端末５の入力部５４で特定の入
力をした場合に電子クーポンが変更される場合も考えられる。
【０２０９】
たとえば、店舗端末３を設置している実店舗の従業員が、実店舗で販売している商品Ａの
販売額の１０％を割引可能な価値を有する電子クーポンの作成を希望し、さらに、携帯端
末５を所持するユーザが電子クーポン管理装置１から携帯端末５に電子クーポンをダウン
ロードしたのち、入力部５４で「０」、「１」、「２」ボタンを順番に押した場合にその
電子クーポンの価値が商品Ａの販売額の１０％割引から２０％割引へと変更されるように
設定する場合を想定する。
【０２１０】
このときの電子クーポン作成メニューの入力内容は表１と同じであるため、その説明は繰
り返さない。
【０２１１】
表９に時刻をクーポン変更条件とした場合の入力内容を示した切替タイミング設定テーブ
ルである。
【０２１２】
【表９】
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【０２１３】
表９を参照して、電子クーポンが各ユーザの携帯端末に配信される前の形態であるタイミ
ングＩＤ＝Ｔ０００の設定条件は、経過時間を変更条件とした場合の設定条件と同様であ
るため、その説明は繰り返さない。
【０２１４】
次に、従業員は、タイミングＩＤ＝Ｔ００１のときの「変更条件１」欄に「０、１、２ボ
タンの順に入力」と入力し、「変更内容」欄に「タイミングＩＤ＝Ｔ００２へ」と入力す
る。これにより、入力部５４で「０」、「１」、「２」ボタンが順番に押された場合に、
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電子クーポンの価値を変更するように設定される。
【０２１５】
その他の設定条件は、経過時間を変更条件とした場合と同様であるため、その説明は繰り
返さない。
【０２１６】
以上の設定により、電子クーポンはユーザが特定の操作を行った場合にも変更することが
可能となる。
【０２１７】
以上、クーポン変更条件として６通りの変更例について説明したが、店舗端末３を所有す
る店舗の従業員は、作成された電子クーポンが携帯端末５に送信された後であっても、そ
の内容について変更することが可能である。
【０２１８】
再び図５にもどって、店舗端末３を所有する実店舗の従業員がステップＳ５に従って電子
クーポンの設定条件を入力した後、設定条件を入力した電子クーポン作成メニューおよび
タイミングＩＤ設定テーブルを電子クーポン管理装置１へネットワーク２を介して送信す
る（ステップＳ６）。店舗端末３から送信された電子クーポン作成メニュー等は電子クー
ポン管理装置１の通信部１６で受信される（ステップＳ７）。電子クーポン管理装置１は
受信した電子クーポン作成メニュー等に入力された電子クーポン設定条件に従って、ＣＰ
Ｕ１１にて店舗端末３を所有する実店舗の従業員が希望する電子クーポンを作成する（ス
テップＳ８）。電子クーポン作成後、電子クーポン管理装置１は作成した電子クーポンの
内容をネットワーク２を介して店舗端末３へ送信する（ステップＳ９）。
【０２１９】
店舗端末３は電子クーポン管理装置１で作成された電子クーポンを通信部３６で受信後、
ディスプレイ３３にその電子クーポンの内容を表示する（ステップＳ１０）。店舗端末３
を所有する実店舗の従業員は、ディスプレイ３３に表示された電子クーポンの内容を確認
後、作成された電子クーポンが満足のいくものであれば、作成された電子クーポンの内容
を承認する旨を電子クーポン管理装置１へ送信する（ステップＳ１１）。電子クーポン管
理装置１は店舗端末３から送信された作成電子クーポンの内容の承認の旨の送信を受信後
（ステップＳ１２）、作成した電子クーポンを固定ディスク１４に保存する（ステップＳ
１３）。
【０２２０】
以上の動作により、電子クーポン管理装置１は店舗端末３が希望する内容の電子クーポン
を作成することが可能となる。
【０２２１】
［電子クーポン送信機能］
図６は図１に示した電子クーポンシステムのうち電子クーポン送信機能についての動作を
示すフローチャートである。
【０２２２】
図６を参照して、ユーザが利用する固定端末４を用いて自己が取得したい電子クーポンを
選択し、その後ユーザが所有する携帯端末５にその電子クーポンの送信を希望する場合、
ユーザは、現在電子クーポン管理装置１で保存されている電子クーポンの情報を入手する
ために、電子クーポン情報を固定端末４へ送信するように電子クーポン管理装置１へ依頼
する（ステップＳ２１）。
【０２２３】
電子クーポン管理装置１は、固定端末４から送信された電子クーポン情報の送信依頼を受
信後（ステップＳ２２）、現在電子クーポン管理装置１が作成および管理している電子ク
ーポン情報をネットワーク２を介して固定端末４へ送信する（ステップＳ２３）。
【０２２４】
固定端末４は電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポン情報を通信部３６で受
信後、ディスプレイ３３にその電子クーポン情報を表示する（ステップＳ２４）。ユーザ



(33) JP 4530583 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

は、固定端末４のディスプレイ３３に表示された電子クーポン情報を閲覧後、入手を希望
する電子クーポンについて電子クーポン取得要求を電子クーポン管理装置１へ送信する（
ステップＳ２５）。たとえば、電子クーポン情報はウェブページ内でバナ－広告として表
示されており、固定端末４のユーザがバナ－広告をクリックした場合、電子クーポン取得
依頼が電子クーポン管理装置１に送信される。このとき固定端末４は、電子クーポン取得
要求とともに、固定端末４を利用するユーザの氏名や住所、および使用している携帯端末
５の種類や携帯端末の電話番号等の情報を含むユーザ情報を送信する。
【０２２５】
電子クーポン管理装置１は固定端末４から送信された電子クーポン取得要求を通信部１６
で受信し（ステップＳ２６）、電子クーポン取得要求とともに送信されたユーザ情報を固
定ディスク１４に保存する（ステップＳ２７）。
【０２２６】
固定ディスク１４はユーザ情報とユーザが取得した電子クーポンの履歴である履歴情報と
を保存している。
【０２２７】
電子クーポン管理装置１は固定端末４のユーザのユーザ情報を保存後、ステップＳ２７で
保存したユーザ情報を用いて、ユーザが所有する携帯端末５へユーザが希望する電子クー
ポンを送信する（ステップＳ２８）。
【０２２８】
なお、送信される電子クーポンは携帯端末５のディスプレイ５３でアニメーション表示可
能なプログラムとして送信され、そのプログラムには上述したシナリオが含まれる。
【０２２９】
携帯端末５は電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポンを受信後ディスプレイ
３３に表示する（ステップＳ２９）。
【０２３０】
携帯端末５のユーザはディスプレイ３３に表示された電子クーポンを確認後、その電子ク
ーポンを携帯端末５内の記憶部５６に保存する（ステップＳ３０）。
【０２３１】
電子クーポンを保存後、携帯端末５は電子クーポンを保存した旨の受取通知をネットワー
ク２を介して電子クーポン管理装置１に送信する（ステップＳ３１）。電子クーポン管理
装置１は、携帯端末５から送信された受取通知を受信後、その内容を履歴情報として固定
ディスク１４に保存する（ステップＳ３２）。
【０２３２】
なお、電子クーポン管理装置１は、携帯端末５へ電子クーポンを送信後、電子クーポンを
送信した旨のクーポン送信済み通知を固定端末４へ送信する（ステップＳ３３）。固定端
末４はクーポン送信済み通知を受信後、ディスプレイ３３に表示する（ステップＳ３４）
。
【０２３３】
以上の動作では、電子クーポン管理装置１で作成された電子クーポンの情報を固定端末４
で閲覧後、希望の電子クーポンを携帯端末５で取得したが、電子クーポン管理装置１から
携帯端末５へ直接電子クーポンを送信することも可能である。
【０２３４】
図７は電子クーポンシステムの電子クーポン送信機能のうち、電子クーポン管理装置１か
ら携帯端末５へ直接電子クーポンを送信するときの動作を示すフローチャートである。
【０２３５】
図７を参照して、携帯端末５のユーザは携帯端末５に自己が希望する電子クーポンを受信
したい場合、電子クーポン管理装置１に電子クーポン情報の表示依頼を送信する（ステッ
プＳ４０）。
【０２３６】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５から送信された電子クーポン情報表示依頼を受信後
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（ステップＳ４１）、電子クーポン管理装置１が作成および管理を行なっている電子クー
ポン情報をネットワーク２を介して携帯端末５に送信する（ステップＳ４２）。たとえば
、電子クーポン管理装置１は電子クーポン情報をウェブページとして閲覧可能な状態にし
ている。
【０２３７】
携帯端末５は電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポン情報を通信部５２で受
信後、ディスプレイ５３にその電子クーポン情報の内容を表示する（ステップＳ４３）。
たとえば、電子クーポン情報はウェブページで閲覧可能な状態となっている。携帯端末５
のユーザはディスプレイ５３に表示された電子クーポン情報を確認後、取得を希望する電
子クーポンの取得要求を電子クーポン管理装置１へ送信する。たとえば、電子クーポン情
報はウェブページ内でバナ－広告として表示されており、携帯端末５のユーザがバナ－広
告をクリックした場合、電子クーポン取得依頼が電子クーポン管理装置１に送信される。
【０２３８】
このとき、ユーザは電子クーポン取得要求とともに、携帯端末５の入力部５４を用いて予
め入力したユーザの氏名や住所等のユーザ情報を電子クーポン管理装置１へ送信する（ス
テップＳ４４）。
【０２３９】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５から送信された電子クーポン取得要求およびユーザ
情報を受信後（ステップＳ４５）、そのユーザ情報を固定ディスク１４に保存する（ステ
ップＳ４６）。電子クーポン管理装置１は携帯端末５を所有するユーザが希望する電子ク
ーポンを携帯端末５へ送信する（ステップＳ４７）。
【０２４０】
携帯端末５は電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポンを通信部５２で受信後
、ディスプレイ５３にその電子クーポンの内容を表示する（ステップＳ４８）。このとき
携帯端末５のユーザはディスプレイ５３に表示された電子クーポンの内容を確認し、その
電子クーポンを保存するか否かを判断する（ステップＳ４９）。
【０２４１】
携帯端末５のユーザが電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポンの保存を希望
する場合、電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポンは携帯端末５内の記憶部
５６に保存される（ステップＳ５０）。携帯端末５は電子クーポンを記憶部５６に保存後
、その保存した旨を電子クーポン管理装置１へ送信する（ステップＳ５１）。
【０２４２】
一方、携帯端末５のユーザが電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポンの保存
を希望しない場合は、電子クーポンを保存しなかった旨を電子クーポン管理装置１へ送信
する（ステップＳ５１）。
【０２４３】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５のステップＳ５１で送信された結果を受信し、その
内容を固定ディスク１４に履歴情報として保存する（ステップＳ５２）。
【０２４４】
以上の動作により電子クーポン管理装置１から携帯端末５へ電子クーポンを送信すること
が可能となる。
【０２４５】
［電子クーポン変更機能］
携帯端末５のユーザが一旦受取った電子クーポンを変更する場合の電子クーポン変更機能
は、電子クーポン管理装置１内で電子クーポンの変更条件が満足されたか否かを判定する
場合と、店舗端末３から電子クーポンの変更指令が電子クーポン管理装置１に送信される
場合と、携帯端末５内で電子クーポンの変更条件が満足されたか否かを判定する場合との
３種類が存在する。
【０２４６】
以下、それぞれの場合について説明する。
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（１）　電子クーポン管理装置１内で電子クーポンの変更条件が判定される場合
電子クーポン管理装置１内で電子クーポンの変更条件が判定される場合としては、電子ク
ーポン作成時において、クーポン変更条件を経過時間、経過時刻とした場合と、電子クー
ポンの組合せにより変更が行なわれる場合とがある。以下それぞれの種類の動作について
説明する。
【０２４７】
（１－１）　電子クーポン管理装置１内でクーポン変更条件を判定する場合の電子クーポ
ン変更機能
この場合のクーポン変更条件としては、経過時間、経過時刻がある。
【０２４８】
図８は、経過時間および経過時刻を電子クーポン管理装置１内でクーポン変更条件として
検知した場合の、電子クーポン変更機能の動作について示したフローチャートである。
【０２４９】
図８を参照して、携帯端末５内に保存された電子クーポンについて、クーポン変更条件と
して設定された経過時間または経過時刻を満足したと電子クーポン管理装置１が判定した
場合、電子クーポン管理装置１は携帯端末５へ電子クーポン変更指令を送信する（ステッ
プＳ６０）。なお、経過時間は電子クーポン管理装置１内の固定ディスク１４に保存され
たユーザごとの電子クーポンの履歴情報から読出を行った電子クーポンの取得日時と現在
の日時とからＣＰＵ１１で算出する。また経過時刻は現在時刻を電子クーポン管理装置１
内で検知することにより確認される。
【０２５０】
以上のような電子クーポン管理装置１内での変更条件確認の結果、変更条件を満たした電
子クーポンを保存している携帯端末５に対して、電子クーポン管理装置１は電子クーポン
変更指令を送信する。送信の際、電子クーポン変更指令は、電子メールやショートメッセ
ージとして送信されてもよい。
【０２５１】
携帯端末５は電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポン変更指令を通信部５２
で受信後（ステップＳ６１）、指定された電子クーポンの現在の情報について電子クーポ
ン管理装置１に送信する（ステップＳ６２）。このとき、ステップＳ６０で電子クーポン
管理装置１から送信された電子クーポン変更指令が電子メールやショートメッセージであ
る場合、送信された電子メール等は携帯端末５内の記憶部５６に一旦保存される。携帯端
末５のユーザは電子メールの内容を閲覧後、電子クーポン変更指令に同意する場合には、
ステップＳ６２で電子クーポンの現在の情報を送信する。
【０２５２】
さらに、携帯端末５は、電子クーポンがディスプレイ５３に表示されている場合のみ、新
規シナリオ送信依頼を電子クーポン管理装置１に送信することもできる。この場合、電子
クーポンがディスプレイ５３に表示されているか否かの判断は、ＣＰＵ５１で行われる。
【０２５３】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５から送信された電子クーポン情報を通信部１６で受
信後（ステップＳ６３）、その内容が不正に変更されていないかどうかを確認する（ステ
ップＳ６４）。この確認により、電子クーポン管理装置１は各携帯端末５に配信した電子
クーポンが不正利用されていないか否かの判断を行なうことが可能となる。
【０２５４】
ステップＳ６４にて電子クーポン情報の確認を行なった後、電子クーポン管理装置１は携
帯端末５に新規のシナリオを送信する（ステップＳ６５）。たとえば、携帯端末５に保存
された電子クーポンが表１および表２の設定条件で設定されていた場合、電子クーポン管
理装置１は「Sinario2.eva」のシナリオを携帯端末５へ送信する。
【０２５５】
携帯端末５は電子クーポン管理装置１から送信された新規シナリオを受信後（ステップＳ
６６）、電子クーポン管理装置１から送信された新規シナリオを記憶部５６に保存する（
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ステップＳ６７）。携帯端末５は記憶部５６に保存した新規シナリオの動作を開始し（ス
テップＳ６８）、新規シナリオの動作を開始した旨を電子クーポン管理装置１へ送信する
（ステップＳ６９）。
【０２５６】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５内で新規シナリオの動作が開始した旨を受信後（ス
テップＳ７０）、その内容を履歴情報として固定ディスク１４に保存する（ステップＳ７
１）。
【０２５７】
以上の動作により、電子クーポン管理装置１でクーポン変更条件を満たしたか否かを判定
し、該当する電子クーポンを保存している携帯端末５へ新規シナリオを送信することで、
電子クーポンの変更が可能となる。
【０２５８】
また、上述の場合には、電子クーポン変更のときに新規シナリオを送信するとしたが、最
初に電子クーポンを携帯端末５に送信するときに、予め変更後のシナリオも送信しておき
、携帯端末５内で電子クーポンを変更することも可能である。
【０２５９】
図９は経過時間および経過時刻を電子クーポン管理装置１内でクーポン変更条件として検
知した場合に携帯端末５内で電子クーポンの変更を行う場合の電子クーポン変更機能の動
作について示したフローチャートである。
【０２６０】
図９を参照して、ステップＳ６０で電子クーポン管理装置１がクーポン変更条件である経
過時間および経過時刻を判定し、クーポン変更指令を携帯端末５へ送信してからステップ
Ｓ６４で電子クーポン管理装置１が携帯端末５内のクーポン情報を確認するまでの動作に
ついては図８と同じであるため、その説明は繰り返さない。
【０２６１】
なお、ステップＳ６３で電子クーポン管理装置１が携帯端末５からクーポン情報を受信す
るとき、携帯端末５内の電子クーポンプログラム内に変更後のシナリオも含まれているか
否かの情報も受信する。たとえば、携帯端末５内に保存された電子クーポンの設定条件が
表１および表２に示すものであった場合、ステップＳ６３で電子クーポン管理装置１は、
携帯端末５内の電子クーポンプログラム内に「Sinario2.eva」が含まれているか否かの情
報も受信する。
【０２６２】
続いて、ステップＳ６４でクーポン情報を確認の結果、携帯端末５内に保存された電子ク
ーポンプログラムに既に変更後のシナリオが保存されている場合は、電子クーポン管理装
置１は、その変更後のシナリオを起動する旨の指令を携帯端末５に送信する（ステップＳ
７２）。
【０２６３】
携帯端末５は、シナリオ起動指令を受信後（ステップＳ７３）、予め保存されている変更
後のシナリオの動作を開始する（ステップＳ７４）。携帯端末５は変更後のシナリオ動作
を開始後、変更後のシナリオ動作を開始した旨を電子クーポン管理装置１に送信する（ス
テップＳ７５）。
【０２６４】
電子クーポン管理装置１は、携帯端末５から送信されたシナリオ動作開始通知を受信後（
ステップＳ７６）、固定ディスク１４内に履歴情報として保存する（ステップＳ７７）。
【０２６５】
以上の動作により、携帯端末５内に予め変更後のシナリオが保存されている電子クーポン
を変更する場合にも、電子クーポン管理装置１からシナリオ起動指令を送信することによ
り、電子クーポンを変更することが可能となる。
【０２６６】
（１－２）　複数電子クーポンの組合せによる電子クーポン変更機能
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図１０は電子クーポン管理装置１内で表７および表８に示した複数電子クーポンの組合せ
をクーポン変更条件として検知した場合の電子クーポン変更機能の動作を示すフローチャ
ートである。
【０２６７】
図１０を参照して、携帯端末５のユーザが携帯端末５を用いて電子クーポン管理装置１に
対して電子クーポン情報表示依頼を行なうステップＳ８０から、携帯端末５が電子クーポ
ン管理装置１から送信される電子クーポン情報を受信しディスプレイ５３に表示するステ
ップＳ８３までの動作については、図７に示すステップＳ４０からステップ４３までの動
作と同じであるためその説明は繰返さない。
【０２６８】
携帯端末５のユーザは、ディスプレイ５３に表示された電子クーポン情報の中からクーポ
ンＩＤ＝２３４５６の電子クーポンの取得を希望した場合、ユーザの氏名や住所といった
ユーザ情報とともに電子クーポンＢの取得要求を電子クーポン管理装置１へ送信する（ス
テップＳ８４）。
【０２６９】
電子クーポン管理装置１は、携帯端末５から送信されたユーザ情報とクーポンＩＤ＝２３
４５６の電子クーポンの取得要求を受信後（ステップＳ８５）、携帯端末５のユーザのユ
ーザ履歴を固定ディスク１４に保存された履歴情報の中から読出する（ステップＳ８６）
。
【０２７０】
ここで携帯端末５内で、クーポンＩＤ＝１２３４５の電子クーポンが動作中であるか否か
（ステップＳ８７）、および電子クーポン変更条件に、クーポンＩＤ＝１２３４５の電子
クーポンとクーポンＩＤ＝２３４５６の電子クーポンとの組合せ設定があるか否か（ステ
ップＳ８８）の確認がＣＰＵ１１にて行なわれる。携帯端末５内にてクーポンＩＤ＝１２
３４５の電子クーポンが動作中であり、かつ電子クーポン変更情報としてクーポンＩＤ＝
１２３４５の電子クーポンとクーポンＩＤ＝２３４５６の電子クーポンとの組合せ設定が
ある場合は、携帯端末５に対して新規シナリオである「Sinario2.eva」を送信する（ステ
ップＳ９０）。
【０２７１】
携帯端末５は電子クーポン管理装置１から送信されたシナリオである「Sinario2.eva」を
受信後、それらを記憶部５６に保存する（ステップＳ９１）。その後、携帯端末５は使用
するシナリオを「Sinario1.eva」から新規シナリオである「Sinario2.eva」へ更新し（ス
テップＳ９２）、「Sinario2.eva」の動作を開始する（ステップＳ９５）。
【０２７２】
携帯端末５は「Sinario2.eva」の動作を開始した後、「Sinario2.eva」の動作を開始した
旨を電子クーポン管理装置１へ送信する（ステップＳ９６）。電子クーポン管理装置１は
、携帯端末５から送信された動作開始通知を受信後固定ディスク１４に保存する（ステッ
プＳ９７）。
【０２７３】
一方電子クーポン管理装置１のステップＳ８７およびステップＳ８８にて、携帯端末５内
でＩＤ＝１２３４５の電子クーポンが動作していない場合、もしくはＩＤ＝１２３４５の
電子クーポンが動作しているがＩＤ＝１２３４５の電子クーポンとＩＤ＝２３４５６の電
子クーポンとの組合せ設定がされていない場合は、電子クーポン管理装置１は携帯端末５
に対してＩＤ＝２３４５６の電子クーポンを送信する（ステップＳ９３）。携帯端末５は
電子クーポン管理装置１から送信されたＩＤ＝２３４５６の電子クーポンを受信後記憶部
５６に保存する（ステップＳ９４）。携帯端末５は、記憶部５６に保存したＩＤ＝２３４
５６の電子クーポンの動作を開始させた後（ステップＳ９５）、ＩＤ＝２３４５６の電子
クーポンの動作を開始した旨の通知を電子クーポン管理装置１に送信する（ステップＳ９
６）。電子クーポン管理装置１は携帯端末５から送信された動作開始通知を受信後、履歴
情報として固定ディスク１４に保存する（ステップＳ９７）。
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【０２７４】
以上の動作では、２つの電子クーポンの組合せ設定について説明したが、３つ以上の電子
クーポンの組合せ設定の場合についても図１０と同様の動作で電子クーポンの変更が可能
である。
【０２７５】
（２）　店舗端末３から電子クーポン変更指令が送信される場合
実店舗において、携帯端末５に保存されている電子クーポンを使用した場合の償還時、ま
たは、実店舗内での電子クーポン対象商品の減少による電子クーポン内容の変更を実店舗
の従業員が希望するとき、また実店舗において電子クーポンの当りはずれなどのサービス
を行ないたいときは、実店舗に設置された店舗端末３から電子クーポン変更条件を入力す
ることにより電子クーポンの変更を行なうことが可能となる。
【０２７６】
図１１は店舗端末からの条件入力により電子クーポンを変更する場合の動作について示す
フローチャートである。
【０２７７】
図１１を参照して、実店舗の従業員が電子クーポン内容の変更等を希望する場合、その従
業員は店舗端末３を電子クーポン管理装置１と接続する（ステップＳ１００）。ここでい
う電子クーポン内容の変更とは、電子クーポンを償還する場合、電子クーポン使用対象商
品を変更したい場合、電子クーポンのあたりはずれの抽選を行いたい場合等を言う。
【０２７８】
電子クーポン管理装置１は店舗端末３から送信された接続依頼を受信後（ステップＳ１０
１）、変更条件メニュー画面を店舗端末３に送信する（ステップＳ１０２）。店舗端末３
は電子クーポン管理装置１から送信された変更対象メニュー画面を受信後（ステップＳ１
０３）、その内容をディスプレイ３３に表示する。
【０２７９】
店舗端末３を所有する実店舗の従業員は、電子クーポン管理装置１から送信された変更対
象メニュー画面に従ってその電子クーポンの変更対象を入力する。たとえば、電子クーポ
ンの償還を行う場合は、利用された電子クーポンのクーポンＩＤとともに電子クーポンを
利用したユーザが所持する携帯端末５の電話番号を入力する。実店舗の従業員は、入力が
終了した変更対象メニュー画面を電子クーポン管理装置１へ送信する（ステップＳ１０４
）。
【０２８０】
電子クーポン管理装置１は、送信された変更対象メニューを受信後（ステップＳ１０５）
、固定ディスク１４の保存されている履歴情報から必要な情報の検索を行う。検索は、電
子クーポン管理装置１内のＣＰＵ１１で実行される。たとえばステップＳ１０４で送信さ
れた変更対象メニューにクーポンＩＤおよび携帯端末５の電話番号が入力されている場合
は、電子クーポン管理装置１は、固定ディスク１４に保存された履歴情報から携帯端末５
のユーザの履歴情報を検索し、その検索結果を店舗端末３へ送信する（ステップＳ１０６
）。ここでいうユーザの履歴情報とは、店舗端末３を所持する実店舗での購買履歴情報等
である。
【０２８１】
なお、実店舗の従業員が電子クーポンの利用対象商品を変更したい場合には、従業員はス
テップＳ１０４で変更対象メニューにクーポンＩＤを入力することで、ステップＳ１０６
で電子クーポン管理装置１がそのクーポンＩＤの電子クーポンの配布状況等を検索および
集計し、検索および集計の結果得られた情報を店舗端末３へ送信する。
【０２８２】
さらに、電子クーポン管理装置１はステップＳ１０６にて、検索結果とともに、変更条件
メニューも店舗端末３へ送信する。
【０２８３】
店舗端末３は電子クーポン管理装置１から送信された検索結果を受信後、その内容をディ
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スプレイ３３に表示する（ステップＳ１０７）。
【０２８４】
従業員は店舗端末３のディスプレイ３３に表示された検索結果を参照後、変更条件メニュ
ーに変更条件を入力する。たとえば、電子クーポンを償還する場合は、電子クーポンを消
滅させる旨の指令を入力し、電子クーポンの使用対象商品を変更したい場合は、変更後の
対象商品名を入力し、電子クーポンの抽選を行う場合には、電子クーポンの抽選を依頼す
る旨の入力を行う。変更条件を入力された変更条件メニューは、電子クーポン管理装置１
に送信される（ステップＳ１０８）。
【０２８５】
電子クーポン管理装置１は、店舗端末３から送信された変更条件メニュー画面を受信後（
ステップＳ１０９）、その変更条件に従って変更の対象となった電子クーポンの変更処理
を行なう（ステップＳ１１０）。たとえば電子クーポンを償還する場合には、電子クーポ
ン管理装置１はステップＳ１１０で電子クーポンを消滅させる旨の指令を作成する。また
、電子クーポン使用対象商品を変更する場合は、電子クーポン使用対象商品を変更させる
旨の指令を作成する。電子クーポンで抽選を行う場合には、表６で設定したあたり、はず
れの確率にしたがって、その電子クーポンのあたりはずれの判定を行い、その判定結果に
したがって携帯端末５に送信するシナリオの特定を行う。
【０２８６】
ステップＳ１１０により作成された電子クーポンの処理内容は固定ディスク１４に一旦保
存される（ステップＳ１１１）。
【０２８７】
電子クーポン管理装置１は、ステップＳ１１０により作成された指令もしくは抽選判定結
果を店舗端末３に送信し、変更の対象となる電子クーポンを保存している携帯端末５に対
しては、電子クーポン情報の送信依頼を送信する（ステップＳ１１２）。なお変更対象と
なる電子クーポンを保存している携帯端末５の特定は、固定ディスク１４に保存している
履歴情報をもとに行なうことが可能である。
【０２８８】
店舗端末３は電子クーポン管理装置１で作成された指令もしくは抽選判定結果を受信後、
その内容を確認する（ステップＳ１１３）。
【０２８９】
一方、携帯端末５は電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポン情報の送信依頼
を受信後（ステップＳ１１４）、変更の対象となっている電子クーポンの現在の情報につ
いて電子クーポン管理装置１へ送信する（ステップＳ１１５）。
【０２９０】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５から送信された電子クーポン情報を受信後（ステッ
プＳ１１６）、受信した電子クーポン情報が不正行為等によって変更されていないか等の
確認を固定ディスク１４に予め保存された履歴情報と比較することにより行なう（ステッ
プＳ１１７）。
【０２９１】
電子クーポン管理装置１は電子クーポン情報の確認を終了後、ステップＳ１１０で作成さ
れた指令または抽選結果により特定された新規シナリオを携帯端末５に送信する（ステッ
プＳ１１８）。
【０２９２】
携帯端末５は、電子クーポン管理装置１から送信された指令または抽選結果により特定さ
れた新規シナリオを受信後、記憶部５６にその指令またはシナリオを保存する（ステップ
Ｓ１１９）。続いて携帯端末５は、保存した指令または新規シナリオをもとに電子クーポ
ンを変更する（ステップＳ１２０）。たとえば、クーポン償還時にはその電子クーポンを
消滅させ、電子クーポン使用対象商品の変更の場合は、電子クーポンの使用対象商品を変
更させ、その旨をディスプレイ５３に表示する。ステップＳ１２０の動作を終了後、携帯
端末５は電子クーポンを変更した旨を電子クーポン管理装置１に送信する（ステップＳ１
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２１）。
【０２９３】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５から送信された変更終了通知を受信後、その内容を
履歴情報として固定ディスク１４に保存する（ステップＳ１２２）。
【０２９４】
以上の動作により店舗端末３から変更電子クーポンの変更条件を入力することで、携帯端
末５に既に保存されている電子クーポンの変更を行なうことが可能となる。
【０２９５】
（３）　携帯端末５内での電子クーポン変更条件が判定される場合
電子クーポン変更の方法について、電子クーポン管理装置１がその電子クーポン変更条件
を判定する場合および実店舗が所有する店舗端末から変更条件を入力する場合については
既に述べたが、電子クーポン変更条件を携帯端末５が判定することにより電子クーポンを
変更することも可能である。
【０２９６】
図１２は、携帯端末５内で電子クーポン変更条件を判定した場合の電子クーポン変更の動
作を示すフローチャートである。
【０２９７】
図１２を参照して、携帯端末５は、電子クーポンが記憶部５６に保存している電子クーポ
ン変更条件を満たしたか否かの判定を行う（ステップＳ２００）。
【０２９８】
電子クーポン変更条件としては、変更条件を経過時間、経過時刻とする場合、特定のキー
操作とする場合、特定の通過場所とする場合等がある。
【０２９９】
変更条件が経過時間である場合、電子クーポンが携帯端末５のディスプレイ５３で表示さ
れてからの経過時間を検知する場合と、電子クーポンが携帯端末５のディスプレイ５３に
表示された時間の合計を経過時間として検知する場合とがある。電子クーポンが携帯端末
５のディスプレイ５３に表示された時間の合計を経過時間とする場合は、携帯端末５は、
携帯端末５内のＣＰＵ５１で電子クーポンの表示時間を計測し、計測された時間を記憶部
５６に保存する。その後、携帯端末５は計測された時間の集計をＣＰＵ５１で行うことで
経過時間の検知を行う。
【０３００】
ここで、特定の通過場所をクーポン変更条件とした場合のステップＳ２００の動作につい
て説明する。
【０３０１】
図１３は、携帯端末５内に設定された電子クーポン変更条件が特定通過場所である場合の
図１２中のステップＳ２００の動作について示したフローチャートである。
【０３０２】
たとえば、携帯端末５に予め保存された電子クーポン変更条件として基地局ＩＤ＝０８２
４の無線基地局と、基地局ＩＤ＝０８２５の無線基地局とを通過した場合に電子クーポン
内容は変更すると設定されていた場合、携帯端末５内の位置検出部５５は、定期的に制御
チャンネルを用いて携帯端末５付近の無線基地局の基地局ＩＤを取得する（ステップＳ３
０１）。続いて、携帯端末５は位置検出部５５が取得した基地局ＩＤが変更条件の設定値
である基地局ＩＤ＝０８２４または０８２５と一致しているか否かを確認する（ステップ
Ｓ３０２）。
【０３０３】
もし、ステップＳ３０１で位置検出部５５が取得した基地局ＩＤが基地局ＩＤ＝０８２４
の場合は、基地局ＩＤ＝０８２４の無線基地局を通過した旨を記憶部５６に保存しておく
（ステップＳ３０３）。保存後、携帯端末５の位置検出部５５は、引続き携帯端末５付近
の無線基地局の基地局ＩＤの取得を行なう（ステップＳ３０４）。そして、取得した基地
局ＩＤが電子クーポン変更条件の設定値である基地局ＩＤ＝０８２５と一致しているか否
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かを確認する（ステップＳ３０５）。取得した基地局ＩＤが設定値である基地局ＩＤ＝０
８２５と等しくない場合はステップＳ３０４に戻り再び基地局ＩＤの取得を行なう。一方
取得した基地局ＩＤが基地局ＩＤ＝０８２５である場合は、携帯端末５が基地局ＩＤ＝０
８２５の基地局を通過した旨を記憶部５６に保存後（ステップＳ３０６）、図１２のステ
ップＳ２０１へと進む（ステップＳ３０７）。
【０３０４】
再び図１２にもどり、上述した動作により、携帯端末５内に設定された電子クーポン変更
条件を満足した場合、携帯端末５は、その変更対象となる電子クーポンの変更後のシナリ
オが記憶部５６に保存されているか否かを確認する（ステップＳ２０１）。
【０３０５】
記憶部５６に変更対象となる電子クーポンの変更後のシナリオが予め記憶されている場合
は、その変更後のシナリオを実行し（ステップＳ２０２）、新たなシナリオの動作を開始
する（ステップＳ２０９）。
【０３０６】
一方、変更対象となる電子クーポンの変更後のシナリオが記憶部５６に予め記憶されてい
ない場合は、携帯端末５は新規のシナリオの送信依頼を電子クーポン管理装置１に送信す
る（ステップＳ２０３）。このとき、携帯端末５は、電子クーポンがディスプレイ５３に
表示されている場合のみ、新規シナリオ送信依頼を電子クーポン管理装置１に送信するこ
ともできる。この場合、電子クーポンがディスプレイ５３に表示されているか否かの判断
は、ＣＰＵ５１で行われる。
【０３０７】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５から送信された新規シナリオ送信依頼を受信後（ス
テップＳ２０４）、その内容を確認する（ステップＳ２０５）。
【０３０８】
なお、新規シナリオ送信依頼には、変更対象となる電子クーポンの現在の情報も含まれて
おり、電子クーポン管理装置１はその情報と固定ディスク１４に予め保存されている履歴
情報とを照らし合わせて不正行為が行なわれていないかどうかを確認する。
【０３０９】
不正行為等が行なわれていない場合、電子クーポン管理装置１は携帯端末５に対して変更
後のシナリオを送信する（ステップＳ２０６）。携帯端末５は電子クーポン管理装置１か
ら送信された変更後のシナリオを受信後（ステップＳ２０７）、そのシナリオを記憶部５
６に保存する（ステップＳ２０８）。
【０３１０】
以上の動作を終了後、携帯端末５はステップＳ２０８で記憶部５６に保存した変更後のシ
ナリオの動作を開始する（ステップＳ２０９）。変更後のシナリオにより変更された電子
クーポンの動作が開始した後、携帯端末５は変更された電子クーポンが動作を開始した旨
を管理装置に送信する（ステップＳ２１０）。
【０３１１】
電子クーポン管理装置１は、携帯端末５から送信された電子クーポン動作開始の通知を受
信後（ステップＳ２１１）、その内容について固定ディスク１４に履歴情報として保存す
る（ステップＳ２１２）。
【０３１２】
以上の動作により、携帯端末５にて自動的に電子クーポン変更条件を判定することが可能
となる。
【０３１３】
［電子クーポン移譲機能］
この発明による電子クーポンシステムは、ある携帯端末に保存してある電子クーポンを他
の携帯端末へ移譲することも可能である。
【０３１４】
図１４は携帯端末間同士での電子クーポン移譲機能の動作を示すフローチャートである。
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【０３１５】
図１４では携帯端末５Ａ内の電子クーポンを携帯端末５Ｂへ移譲する場合を想定している
。
【０３１６】
図１４を参照して、携帯端末５Ａから携帯端末５Ｂへと電子クーポンを移譲する場合、携
帯端末５Ａは初めに電子クーポン管理装置１へ接続依頼を送信する（ステップＳ４０１）
。
【０３１７】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５Ａの接続依頼を受信後（ステップＳ４０２）、電子
クーポンの移譲条件を入力する画面を携帯端末５Ａに送信する（ステップＳ４０３）。
【０３１８】
携帯端末５Ａは、電子クーポン管理装置１から送信された移譲条件画面を受信後（ステッ
プＳ４０４）、その移譲条件画面に、移譲の対象となる電子クーポンおよびその移譲先の
携帯端末５Ｂの特定情報等の移譲条件を入力し、その入力した移譲条件画面を電子クーポ
ン管理装置１に送信する（ステップＳ４０５）。
【０３１９】
電子クーポン管理装置１は、携帯端末５Ａから送信された移譲条件を受信後（ステップＳ
４０６）、移譲条件とともに送信された電子クーポン情報等が不正に変更されていないか
どうか、移譲先である携帯端末に移譲することができるかどうか等の確認や、携帯端末５
Ａおよび携帯端末５Ｂの履歴情報の確認を行なう（ステップＳ４０７）。ステップＳ４０
７での確認動作により携帯端末５Ａから携帯端末５Ｂに正当に電子クーポンの移譲が可能
である場合は、携帯端末５Ａの履歴情報を更新し固定ディスク１４に保存する（ステップ
Ｓ４０８）。
【０３２０】
続いて、電子クーポン管理装置１は移譲対象となった電子クーポンを携帯端末５Ｂに送信
する（ステップＳ４０９）。
【０３２１】
携帯端末５Ｂは、電子クーポン管理装置１から送信された電子クーポンを受信後、記憶部
５６に保存する（ステップＳ４１０）。引続いて携帯端末５Ｂは、保存した電子クーポン
の動作を開始する（ステップＳ４１１）。電子クーポンの動作開始後、携帯端末５Ｂは電
子クーポンが動作を開始した旨を電子クーポン管理装置１に送信する（ステップＳ４１２
）。
【０３２２】
電子クーポン管理装置１は携帯端末５Ｂから送信された電子クーポン動作開始通知を受信
後、その内容を携帯端末５Ｂの履歴情報として固定ディスク１４に保存する（ステップＳ
４１３）。続いて電子クーポン管理装置１は移譲が終了した旨を携帯端末５Ａに対して送
信する（ステップＳ４１４）。
【０３２３】
携帯端末５Ａは電子クーポン管理装置１から送信された移譲終了通知を受信後、その内容
をディスプレイ３３に表示することにより確認する。確認終了後移譲の対象となった電子
クーポンは消滅する（ステップＳ４１５）。
【０３２４】
以上の動作により携帯端末間にて電子クーポンの移譲を行なうことが可能となる。
【０３２５】
以上説明した電子クーポンシステムは、電子クーポンシステムを機能させるためのプログ
ラムで実現される。
【０３２６】
この発明の対象とするのは、このプログラムそのものであってもよいし、このプログラム
を記憶しているコンピュータで読取可能な記憶媒体であってもよい。
【０３２７】
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この発明では、この記憶媒体が、図２中の電子クーポン管理装置１で処理が行なわれるた
めに必要な図示していないメモリ、たとえばＲＯＭのようなものそのものであってもよい
し、また図示していないが電子クーポン管理装置１の外部にプログラム読取装置が設けら
れ、そこに記憶媒体を挿入することで読取り可能な記憶装置のようなものであってもよい
。いずれの場合においても、記憶されているプログラムは電子クーポン管理装置１がアク
セスして実行させる構成であってもよいし、あるいはいずれの場合もプログラムを読出し
、読出されたプログラムは、電子クーポン管理装置１の図示されていないプログラム記憶
エリアにロードされて、そのプログラムが実行される方式であってもよい。このロード用
のプログラムは予め電子クーポン管理装置１に記憶されているものとする。
【０３２８】
ここで、上記記憶媒体は、電子クーポン管理装置１と分離可能に構成され、磁気テープや
カセットテープ等のテープ系、フレキシブルディスクやハードディスク等の磁気ディスク
やＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＭＤ、ＤＶＤ等の光ディスクのディスク系、ＩＣカード、メモリ
カード、光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フ
ラッシュＲＯＭ等による半導体メモリを含めた固定的にプログラムを記憶する媒体であっ
てもよい。
【０３２９】
また、本発明においてはインターネット等のネットワークと接続可能なシステム構成であ
ることから、ネットワークからプログラムをダウンロードするように流動的にプログラム
を記憶する媒体であってもよい。なお、このようにネットワークからプログラムをダウン
ロードする場合には、そのダウンロード用プログラムは予め電子クーポン管理装置１にイ
ンストールされるか、あるいは別な記憶媒体からインストールされるものであってもよい
。
【０３３０】
なお、記憶媒体に記憶されている内容としてはプログラムに限定されず、データであって
もよい。
【０３３１】
また、この発明では、プログラムとして、図２に示されている電子クーポン管理装置１で
実行される処理そのものであってもよいし、あるいはインターネットを含むネットワーク
とアクセスすることで取込める、あるいは取込めたものであってもよいし、こちらから送
り出すものであってもよい。さらには、この取込んだプログラムに基づいて、電子クーポ
ン管理装置１で処理された結果、つまり生成されたものであってもよい。あるいは、こち
らから送り出す際に上記電子クーポン管理装置１内で処理された結果、つまり生成された
ものであってもよい。
【０３３２】
なお、これらのものはプログラムに限定されず、データであってもよい。
今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと解釈され
るべきである。本発明の範囲は上述した実施の形態ではなく特許請求の範囲によって定め
られ、特許請求の範囲と均等の意味およびその範囲内でのすべての変更が含まれることを
意図するものである。
【０３３３】
【発明の効果】
本発明によれば、電子クーポン管理装置により電子クーポン作成時に変更条件を設定し、
電子クーポン管理装置で各携帯端末に送信された電子クーポンの履歴情報を保存すること
で、電子クーポンを各携帯端末に送信した後も、電子クーポンの内容の変更を行うことが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態による電子クーポンシステムの全体構成を示すブロック
図である。
【図２】　図１中の電子クーポン管理装置１の構成を示すブロック図である。
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【図３】　図１に示した店舗端末３の構成を示すブロック図である。
【図４】　図１中の携帯端末５の構成を示すブロック図である。
【図５】　図１に示した電子クーポンシステムの電子クーポン作成機能の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図６】　図１に示した電子クーポンシステムのうち電子クーポン送信機能についての動
作を示すフローチャートである。
【図７】　電子クーポンシステムの電子クーポン送信機能のうち、電子クーポン管理装置
１から携帯端末５へ直接電子クーポンを送信するときの動作を示すフローチャートである
。
【図８】　経過時間および経過時刻を電子クーポン管理装置１内でクーポン変更条件とし
て検知した場合の、電子クーポン変更機能の動作について示したフローチャートである。
【図９】　経過時間および経過時刻を電子クーポン管理装置１内でクーポン変更条件とし
て検知した場合に携帯端末５内で電子クーポンの変更を行う場合の電子クーポン変更機能
の動作について示したフローチャートである。
【図１０】　電子クーポン管理装置１内で表７および表８に示した複数電子クーポンの組
合せをクーポン変更条件として検知した場合の電子クーポン変更機能の動作を示すフロー
チャートである。
【図１１】　店舗端末からの条件入力により電子クーポンを変更する場合の動作について
示すフローチャートである。
【図１２】　携帯端末５内で電子クーポン変更条件を判定した場合の電子クーポン変更の
動作を示すフローチャートである。
【図１３】　携帯端末５内に設定された電子クーポン変更条件が特定通過場所である場合
の図１２中のステップＳ２００の動作について示したフローチャートである。
【図１４】　携帯端末間同士での電子クーポン移譲機能の動作を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１　電子クーポン管理装置、２　ネットワーク、３　店舗端末、４　固定端末、５　携帯
端末、１１，３１，５７　ＣＰＵ、１２，３２　メモリ、１３，３３，５３　ディスプレ
イ、１４，３４　固定ディスク、１５　記憶媒体駆動装置、１６，３６，５２　通信部、
１７　ＣＤ－ＲＯＭ、１８，３５　バス、３７，５４　入力部、５５　位置検出部、５６
　記憶部。
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